　◆ナイトウィザード２ｎｄリプレイ「冥きよりの影」
著:天宮昴
絵:Ｃ１４
　はい、皆様はじめまして！　この度このナイトウィザード２ｎｄのリプレイを執筆させていただきました天宮昴といいます。以後お見知りおきを。ま、こんな変人兼狂人をあえて覚えていても、特にこれといった得があるわけではありませんが（笑）。
　っと、そんなどうでもいい話はさておき。
　え～、この度はこの冊子をお手にとっていただき、真に、まっっっことにありがとうございます。不肖天宮、感謝感激の至りでございます。もう私、嬉しくて泣いちゃいそうです。
　実は私、リプレイを執筆するのって初めてなんですよ！　ＴＲＰＧ暦はけっこう長いんですけど。今回はほんとワクテカしながら書かせてもらいましたよ。……って言っても、実は執筆途中でダークサイドに墜ちたりもしてたんですけどね（笑）。あ、笑えない？
　まぁそんなこんななので、読んでて突っ込みどころがあったとしてもあんまり怒らないでやってください。生暖かい目で見守っていただけると嬉しいなぁ。

　さて、「ナイトウィザード」といえば知ってる方も多いでしょう、去年の秋にアニメ化され、それに合わせて第二版が発売したという、今がまさに「旬」なＴＲＰＧのことですね。ぴちぴちです。

　そんなぴちぴちの第二版、「ナイトウィザード２ｎｄ」のリプレイが今回のこれですなワケです。そしてここでは、そんなＧＭ経験の浅い私のセッションに快く飛び込んできてくれた勇敢なる戦士たち、もといプレイヤーたちを軽く紹介していきたいと思います。しかも６月本ということで、ぴかぴかの一年生が２人もいます。わ～い！
　というわけで、行ってみましょう！
　ＰＣ１　　　　翔坂進
　目下就職活動で大忙しな４年生の先輩。創作部メンバーの中でも随一の主人公属性を持つ、とっても素敵なお方です。いろいろなシステムに精通してたりもするので、皆にいろいろと指導をして下さったりもしている、非常にありがたい存在であります（笑）。
　ＰＣ２　　　　Ｃ１４
　呼ばれて飛び出てジャンジャジャーン！　出ました、彼こそ我らが創作部の部長殿であります！　全ての班に所属し、あらゆる技能を使いこなす、まさにミスター創作部！　いつも皆のことを考えてくれてる優しい部長さんです。まぁプレイするキャラは大体なにかブッ飛んでるけど（笑）。
　今回はプレイヤーだけでなく、挿絵も書いてくださっているという素敵っぷりです。いつもありがとうよ、ブチョー！

　ＰＣ３　　　　奈月遥
　ぴかぴかの一年生、その一です。文芸班目当てで創作部に来たら、なんか天宮とかいう変人に捕まって、今やいっぱしのＴ班員となっている素晴らしいヤツです（笑）。セッションでもいろいろとアグレッシブに攻めてくる、なかなか小憎らしい野郎ですよ。
　ＰＣ４　　　　Ｃｕｂｅ
　ぴかぴ（以下略）、その二（笑）。奈月とは違い、初めっからＴ班目的できた、実はけっこうレアなやつ。比較的無口なタイプかと思いきや、喋りだすとけっこう突飛なことも言い出したりもします。正直私もまだキャラを掴みきれていないという、奥の深い男です。
　とまぁこんな感じです。いずれも劣らぬツワモノ揃いであります。
　さて、それではここから本編へ……、へ？　ＧＭの紹介がまだ？　別に私のことなんか紹介されてもあんまりいいことないですよぅ？　むぅ、わかりました。じゃ、ついでに流して見といて下さい。　
　ＧＭ　　　　天宮昴
　楽しむことに全力を込める変人にして、酒など飲まずとも自分に酔うことが可能という、なんとも妙ちきりんなスキルを習得してしまった狂人。Ｔ班に来る機会があり、とりあえずなんかなれなれしいヤツが絡んできたら、気を付けたほうがいい……かもしんない♪
　とまぁ、こんな５人でお送りしていきたいと思います。と、前置きが予想以上に長くなってしまいました。では、そろそろ本編に行ってみましょう。これを読んで、少しでもＴＲＰＧという遊びの面白さを感じ取っていただければ幸いです。
　それでは、紅い月の下、夜闇の魔法使いたちが繰り広げる、小さいけれど大きな物語、ご堪能ください。

　◆今回予告◆
夜の街にはびこる影。
　原因不明の行方不明事件の裏で流れる、そんな噂。
　さらにその裏でちらつく、冥魔の影。
　様々な思いが交差し、秋葉原ではじけ飛ぶ！
　　ナイトウィザード２ｎｄ　『冥きよりの影』
　アキバの街が、冥き影に包まれる――。
ＧＭ:ではでは、６月本用のセッションを初めていきましょう！
一同:おー！
ＧＭ:というわけで、まずは自己紹介いってみましょー。では最初はＰＣ１から、お願いしまーす。
ＰＣ１　『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にかいどう),二階堂)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆうき),勇樹)』　　　　　　　　　ウィザードクラス:勇者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　スタイルクラス:ヒーラー
・ハンドアウト

コネクション:御剣伊織

ワークス:高校生

　キミと御剣伊織とは親友であり、ウィザードとしての良き同僚でもある。ある日、君たちは最近多発している行方不明事件についてとある噂を聞きつけた。なんでも夜半過ぎになると影が立ち上がってその人を飲み込んでしまう、というのだ。まぁよくある適当な怪談話だろうとキミが聞き流そうとしたとき、伊織の目がキュピーン！と輝いた。

翔坂（以降、勇樹）:ふもっふ、ふも、ふも！

ＧＭ:なぜにボ○太くん？（笑）
勇樹:まぁ冗談はこのくらいにして　……おけたらいいね（笑）。キャラクター名は二階堂勇樹。クラスは勇者／ヒーラー。ヒーラーなのに勇者で白兵攻撃をする高校二年生です。
ＧＭ:花の高二ですね。

勇樹:えー、ライフパスは『世界の記録者』と、さらには『許嫁』。ということでコネクションの伊織がいきなり許嫁に（笑）。

ＧＭ:なにぃ！　まさかの許嫁設定。そうだったのか伊織！（笑）
勇樹:というわけで我々の関係が裏付けされてしまったがそこはまぁ青春ディスタンスということで（笑）。特殊能力は《ヒーロー》《不幸中の幸い》、あと《紋章》といういかにもな勇者をやっております。

ＧＭ:勇者ですな、ヒーラーのくせに。

勇樹:あと《伝家の宝刀》でウィッチブレードを取得。エネルギーブースターを使えばその辺のアタッカーと同等の攻撃力が出せる！

ＧＭ:ちなみに……借金いくらしてるんでしたっけ？（笑）

勇樹:……なんのことかな（一同笑）。えーと、エネルギーブースターやらポーションやらを取って計７６５００円、経験点に換算して４点分の借金が（笑）。
ＧＭ:……ネタですか？ なんか４点って高いんだか安いんだか。

勇樹:……高い（笑）。まぁワンオフプレイだからこそできる荒業だ。続きされると俺マジで困る（笑）。
ＧＭ;なんのことかな？（笑）
勇樹:そしてＯＰでおもむろに《イミューンウェイト》三回を使ってＭＰポーションを飲む。そうしないと重量制限オーバーでいろいろヤバい（一同笑）。

ＧＭ:了解です（笑）。んじゃ次はＰＣ２いってみましょー。

ＰＣ２　『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たで),蓼)つぐみ』　　　　　　　ウィザードクラス:侵魔召喚師

　　　　　　　　　　　　　　　　　スタイルクラス:キャスター

・ハンドアウト

コネクション:八坂明人

ワークス:高校生

　キミは輝明学園秋葉原分校の生徒である。ある日、キミは生徒会長である八坂明人に呼び出され、ひとつの依頼を受けた。最近、この学園付近で行方不明者、しかもウィザードの行方不明者が多数出ているらしい。その行方不明者の中にはこの学園の生徒も複数いるそうだ。いったい何が起こっているのか。それについての調査をキミはすることになった。

Ｃ１４（以降、つぐみ）:どうも、蓼つぐみです。えー、蓼というのには理由がありまして、実はこの子蕎麦屋の若女将なんですね（笑）。

一同:そうなの！？（爆笑）

勇樹:若女将！？
ＧＭ:ホント若けーよ！　高校生だろ！（笑）
奈月:ってか蕎麦屋で女将ってゆーの！？
つぐみ:それまで父親が店を支えていたんですが、ある日亡くなってしまいまして。それ以来私が支えなければ、というね。

勇樹:あー、それは女将だ。

ＧＭ:看板娘というより女将なわけだ。

つぐみ:それで、クラスは侵魔召喚師／キャスターなんですが、侵魔召喚するのは蕎麦好きな“風雷神”フール=ムールです（爆笑）。

ＧＭ:フール=ムール！　蕎麦好きだったのか！　むしろ食べるのか？（笑）
つぐみ;食べますとも（断言）。もう大人気ですよ。「私はおいしい蕎麦を作り続けます。だから力を貸してください」（一同笑）
ＧＭ:（フール=ムールになって）「ふむ、この味なら貸してやらんでもないのうおかわり」（一同笑）
つぐみ:というわけでフール=ムールとの契約は『おいしい蕎麦を作り続けること』である、とゆーことで。年齢は17歳の女の子、花の高二です。ライフパスが『遥かなる人』で、なにやら繰り返し同じある夢を見るそうで、それは再興した蕎麦屋……そうだな、蕎麦屋「好美」にしようか（一同爆笑）。
ＧＭ:ちょっと待てやこの野郎！（爆笑）
　……それはＧＭの「本名」を元ネタにした危険なネタであり……つまりはいわゆる一つのイジメです（泣）。

つぐみ:蕎麦屋「好美」が再興する日を日々夢見ているワケです。ちなみにうちでは日本蕎麦、十割蕎麦を作っています。「かけそばは邪道、日本人なら盛りそばだ！」という感じです。
ＧＭ:こだわりの蕎麦屋ですか。

つぐみ:特殊能力は攻撃力を上げる《風雷神の魔風》とシーン全体に魔法攻撃を行う《八界の嵐》などです。防御魔法と、さらに攻撃魔法で《シルバーレイン》と切り札《ウォータービースト》も取りました。

ＧＭ:ガッチリと組んでいるなぁ。

つぐみ:ちなみに《八界の嵐》を使うとき、背後に「豊穣の神」が現れます。

ＧＭ:誰だよ豊穣の神って！ （一同笑）
勇樹:それはアレか、君の水の魔法が降り注いだ後には蕎麦の花がブァーっと咲き乱れる、と。

つぐみ:ブァーっと蕎麦の花（笑）。
勇樹:「これは……侵魔召喚師の力とは思えない、まさに、生の力」（笑）
ＰＣ３　『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すずなみ),涼波)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さき),紗綺)』　　　　　　　　ウィザードクラス:強化人間

　　　　　　　　　　　　　　　　　スタイルクラス:アタッカー

· ハンドアウト

コネクション:アンゼロット
ワークス:自由

　キミはアンゼロット直属の戦闘集団ロンギヌスの一員である。最近輝明学園の付近で冥魔が数多く出現しているという。しかも報告によれば強敵といえるほどではない、と言っているにも関わらず、その任務中で消息不明となってしまったウィザードもいるという。冥魔を倒しこの事件を解決する、それがキミの今回の任務だ。

奈月（以降、紗綺）:名前は涼波紗綺です。クラスは強化人間／アタッカー、属性は風／風です（笑）。

ＧＭ:（にやにやと）素敵だよね風／風って（←風／風経験者）。
紗綺:そのせいでプラーナの解放力　は１です（笑）。年齢は……孤児なんではっきりとはわりません。
ＧＭ:ほう、孤児なのか。

紗綺:はい、でも見た目は１９～２１くらいです。とある戦争によって孤児になったんですが、その際、対侵魔組織『ハティ』に拾われ、その組織のエージェントとして『ナンバーズ』に加盟しました。
ＧＭ:どこの組織だそれは（笑）。
紗綺:ナンバーズは７人の少年少女を集められて作られた戦闘集団です。紗綺はそのナンバー４でした。そこでは「サイレント・レディ」というふたつ名で呼ばれていたので皆さんそう呼んでください。
つぐみ:「（カッコつけた声で）流石だな、サイレント・レディ」

勇樹:そこで俺たちは空気を読んで「涼波さーん」と（一同笑）。
紗綺:ある日有名になりすぎたナンバースは、その力を恐れた一部の人間たちに襲撃されて壊滅しまして……。

ＧＭ:そ、それは……。

勇樹:「（急にどこぞの枢機卿になって）ナンバーズは危険分子である！　あれは排除すべきだ。」「（今度は違う偉い人）だがしかし枢機卿！」「（枢機卿に戻って）いかん、あれは排除せねばならぬ。この指令を破棄することは適わん！」（一同笑）
紗綺:そんな感じです。その際にアンゼロットに助けられたのですが、その戦いで私が思いを寄せていたナンバー１が私をかばって……。
勇樹:「（ナンバー１になって）このままでは彼女がやられてしまう、だが俺も満身創痍だ。どうする……いや、しかたない、《カバーリング》！」（笑）
紗綺:そして紗綺が目覚めた時には傍らに血まみれで倒れているナンバー１。それを見て発狂して、情緒不安定になりました！（断言）

一同:おいっ！！（爆笑）
ＧＭ:そこは遺志を受け継ぐとこだろ！
つぐみ:お前実は敵ボスだろ。

紗綺:さらにこのときのトラウマで戦いに恐怖するようになってしまいました。アンゼロットに救われてロンギヌスに入ったんですが、そのせいで今でもまだ任務には一回も就いていません。

ＧＭ:そうなのか。じゃあ今回のが初任務だな。

紗綺:武器はガンナーズブルームです。魔力水晶弾などの特殊弾もありますよ。特殊能力は《ディフレクション》や《幻想舞踏》とかを。あとなぜか輝明学園の制服を持っているという（笑）
勇樹:なぜだ！　アンゼロットの趣味か！（一同笑）まぁアンゼロットにはそういう趣味が追加されてるからな、公式で（笑）
ＧＭ:そうなの！？　アンゼロット――ッ！
勇樹:詳しくは小説『柊蓮司と宝玉の少女』を参照だ（笑）
ＰＣ４　『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あべ),阿部)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆたか),寛)』　　　　　　　　ウィザードクラス:人造人間

　　スタイルクラス:ディフェンダー

· ハンドアウト

コネクション:リオン=グンタ
ワークス:自由

　キミはある時、〝秘密侯爵〟リオン=グンタより一つの助言を受けた。冥魔メロクを今のうちに倒すべし、でなければファー・ジ・アースにとって非常に危険なことになる、と。多少気に食わない点もあるが、こういう話においては彼女の情報は信用できる。キミは眉をひそめつつも彼女の言うとおりに行動を開始した。

ＧＭ:って……気に食わないとか書　いてあるけど、そこんとこどーなのよ？　下僕キャラなんでしょ？
Ｃｕｂｅ（以降、阿部）:まぁ、そういうこともあるんじゃないんすか？

紗綺:やさしくしてくれないとか　（笑）
阿部:えー、キャラクター名は阿倍寛さんです。人造人間なんで製造番号がついてまして、それは『Ｂ‐０５２』といいます。で、リオン様は自分のことは「５２番」と呼んでくださいます。

ＧＭ:あ、了解でーす。
阿部:他の人には普通に阿倍と名乗るのでそう呼んでください。外見年齢は４０歳ですが彼が実際に作られたのは１００年前です。
ＧＭ:１００年。だいぶ古いな。
阿部:細かい経歴を言うと、１００年前にドクトル鈴村に作られてリオン様に提供され、その後ムッシュハウエバーに５０年間仕込まれました（一同爆笑）。
この笑いの元は何かというと。

鈴村、ムッシュ、ハウエバー。これらの名前は実際に我らが創作部に実在する人物の名前なのだ！（もちろん本名ではないが）

あ、ドクトルだけはちがいますよ（笑）。

……蕎麦屋好美といい、内輪ネタ多いな、このセッション（笑）。

ＧＭ:なんか出たー（笑）。
阿部:で、五十年間仕込まれた結果１０レベルまで行ったのですがリオン様に荒く使われた結果、レベル１に落ちてしまいました（爆笑）
一同:リオン様――っ！！（笑）
紗綺:なにやってるんだー（笑）。
つぐみ:もうくたびれてる（笑）。
阿部:初めのうちは使ってもらってたけどその後数十年間はもう放置みたいな（笑）
勇樹:で、今回久しぶりに「そういえばこんなのがあった」みたいな。そして気がついてみたら１レベルになってたっていう（笑）
つぐみ:ＧＭ、これはオープニングは起動シーンからで。

紗綺:キュピーンと目が入るところから。

ＧＭ:なるほど「（超あやしいマッドサイエンティスト口調で）さぁ目覚めるのじゃあ、Ｂ‐０５２よぉお！」（笑）
勇樹:ちょっとまて、ドクトル鈴村今何歳だよ（爆笑）。
ＧＭ:きっとドクトルは転生者なんですよ（笑）。 
阿部:身長は２ｍ、体重は２００ｋｇという大柄な男です。服装は黒のスーツにサングラスです。

ＧＭ:外見、シュ○ちゃんしかイメージできねぇ（笑）。
阿部:まぁ確かにター○ネーターなイメージは結構ありますね。あと、眼は赤いです。サングラスしてるから普段はわかんないですが。

勇樹:あれでしょ、起動するときにサングラス越しに赤い光がキュピーンと（笑）。
ＧＭ:カッケェ！

阿部:戦闘中に強い攻撃を受けるとガガガッと攻撃を受けながらサングラスがパキーンと割れて赤い目が見える。
つぐみ:モノアイだとぉ！（笑）。

阿部:今更ですがクラスは人造人間／ディフェンダーです。ライフパスでは『すっとこどっこい』が出ました（笑）。もう一つは『秘伝の継承者』なんで、師匠としてムッシュハウエバーのコネクションが（一同笑）。
ＧＭ:ムッシュハウエバーは今生きてんの？
阿部:もう知らないです（一同笑）。
勇樹:ムッシュハウエバーは現在１２０歳の仙人／龍使いとかなんだよ。んで、歳だから何かとすぐに血を吐く（笑）
ＧＭ:「（ムッシュハウエバーになって）龍を体に巡らせればなにもできないことはｎぐっはぁ！」（一同笑）
勇樹:「（同じくムッシュハウエバー）医者を呼んでくれ……。いかん、口からプラーナがぐっはぁ！」（爆笑）
阿部:武器は《バイオオーガン》のレゾナンスフィストです。超振動する左手で殴り、盾型の箒であるアイゼンブルグになっている右手で防御します。あと防具でウィンプルを着けているんですが、これは相当品でサングラスです（笑）。
ＧＭ:それサングラス吹っ飛んだら防御力下がるじゃねーかよ（笑）
阿部:いや、サングラスが吹っ飛んだらおもむろに懐からスッと予備を取り出すんですよ。

一同:出すのか！（笑）
Opening 1◆胎動　　　　　　　　　　　　――――マスターシーン
とある町の隅で、誰とも知れないウィザードが冥魔のような影と戦っている。空には紅い月が煌々と輝いている。
しばらくして、勝負はついたようだ。ウィザードは冥魔に止めを刺した。だが、そのウィザードがその場から去ろうとしたとき、倒したはずの影は液状となって起き上がり、そのウィザードを包み込んだ。ややあって…そこには、誰もいなくなった。
そして何処からとも無く響く声が響く。
「チカラ…マタ…フエタ…モット…モット…」

Opening 2◆噂の影響      　　　　　　　　　――――二階堂勇樹

キーンコーンカーンコーン
鳴り響くチャイムが授業の終わり、そして放課後の到来を告げる。ある人はさっさと家路についたり、ある人は部活の準備をしたり。とにかく騒がしい、が、普段通りの当たり前の風景。いつも通りののどかな学校生活。
そして、そんなのどかな日常の中で二階堂勇樹は……。
勇樹:《イミューンウェイト》使いまーす（一同爆笑）。
一人、非日常な行為にふけっていた。
紗綺:（その辺の一般生徒になって）わいわいがやがや。「ねーねー昨日のドラマ見たー？」「うんうん見た見たー」
ＧＭ:まぁそんな普通の放課後なんですが……。

勇樹:そしてそんな放課後、俺はＭＰポーションを飲む（爆笑）。
ＧＭ:じゃあそんなこんなしてるとこに伊織が近づいていく。「アンタ……何やってんのよ。授業中に魔法使うウィザードなんて聞いたこと無いわよ？」（笑）

勇樹:「大丈夫だ。一般人には見られないように頑張った」（笑）
ＧＭ:おい（笑）。まぁとにかくそうやって伊織と他愛無い会話をしているわけですが…って他愛無いのかコレは？
勇樹:そういえば俺青春ディスタンスにしなきゃならないんだよな……。「（最後のＭＰポーションを差し出して）飲むか？」（笑）

ＧＭ:……。「別に飲んでもいいなら飲むけど？」

勇樹:「（間伐いれず）ごめん無理」（一同笑）
ＧＭ:ま、そらそうだろ（笑）。

勇樹:「まぁ代わりにこっちの方を」といって適当な缶ジュースを月衣から出して渡そう。
ＧＭ:「まぁこっちは普通にもらっておくけど……ぬるくなってたりしない？」
勇樹:「大丈夫だ、月衣の中に冷蔵庫を入れてあるからな」（爆笑）

ＧＭ:なんでそんなもんが入ってんの！？「あんた、月衣の使い方いろいろと分かってるわね。わたしも入ってるわ」（一同笑）
勇樹:「まぁ使えるものは利用しないとな」

ＧＭ:とまぁそんな話をしているところで横の方からクラスメイトの話声が聞こえてくる。「ねぇねぇ聞いたー？あの噂話―。」

紗綺:「（クラスメイトになって）うんうん聞いた聞いたー。」

ＧＭ:「やっぱりアンタも聞いた？　あの影が起き上がって人を飲み込んじゃう、とかいう噂。」

紗綺:「怖いよねー。どんな感じなんだろー？」

ＧＭ:「私も又聞きだからそこまで詳しいことは知らないんだけどね。でも今なんか実際に行方不明者が続出してるらしいじゃない」

紗綺:「私、その時は空に真っ赤な満月が見えるって聞いたよ」

勇樹:「女の子って噂話好きだよなー」とか呟きながら横にいる伊織をちらっと見てみると……。
ＧＭ:目がらんらんと輝いておりますな（爆笑）

勇樹:らんらんと？（ドナ○ドな振り付けで）らんらんる…。

ＧＭ:らんらんと！　輝いています（一同爆笑）。
勇樹:「……い、伊織？」
ＧＭ:「……聞いたわね？」

勇樹:「何も聞いてないよ」（笑）

ＧＭ:「うん、ばっちり聞いたようね！（笑）」といって勇樹の腕をがしっ！っと掴んみます（笑）。
勇樹:がし？

ＧＭ:「行くわよ」そういう伊織の目はそれはもうキラキラとしております（笑）。「こんな気になることがあって、この私たちが動かないはず、ないわよね？」
勇樹:「まぁ落ち着け伊織」

ＧＭ:「それは無理な相談ね。こんなに興奮するのは久しぶりだわ！」

と言い捨てて、「さぁ、行くわよ！」とぐいぐい勇樹を引っ張って歩き出します。

紗綺:怖えぇ（笑）

勇樹:「うお、ちょ、ちょっと待て、せめてもう一本ＭＰポーション買ってかｒうわぁー！（一同笑）
ＧＭ:「ＭＰポーションなんか街に出てからいくらでも買える！」

一同:買えねーよ！（笑）

ＧＭ:「教室じゃもっと買えないわよー！」

紗綺:じゃあ購買で。

ＧＭ:……買えそうだな、この学校（笑）。
勇樹:地下に行けば買えるね、大抵のウィザード関係のものは（笑）。
ＧＭ:まぁそんなこんなで伊織に引っ張られていく勇樹なのでした。
勇樹:まぁそんな感じで「やめろ――っ」とかいって引っ張られてはいるけど実際はまんざらでもない俺（笑）。
紗綺:青春ディスタンス（笑）。
ＧＭ:じゃあそんな青春ディスタンスのままこのシーンは終了しましょう。

そうして二人は学校を後にした。
勇樹の、なんともいえない叫び声だけを残して――。

Opening 3◆初任務　　　　　　　　　　　　　　――――涼波紗綺

その日。
涼波紗綺が、いつもどりアンゼロット宮殿の中でぶらぶらしてると、アンゼロットから呼び出しがあった。

あの事件以来ロンギヌスに所属にはなっていたが、こうしてアンゼロットに呼ばれる、というのは紗綺にとっては珍しいことだ。

だからだろうか。この時、紗綺の胸には何故か言い知れない不安が過ぎったのは――。
勇樹:「（アンゼロットになって）ぴんぽんぱんぽーん。涼波～紗綺様～、涼波～紗綺様～。アンゼロット様が～お呼びです。至急～アンゼロット様室へ～、お越しください。繰り返します……」（爆笑）

ＧＭ:アナウンス！？　しかもそんなセリフをアンゼロットの声で！？（一同笑）
勇樹:「（まだアンゼロット）２秒で来ない場合、即刻地球へ落とします。ぴんぽんぱんぽーん。」

ＧＭ:というアナウンスがアンゼロット宮殿内に流れますが。
紗綺:「あら、呼ばれた？」
勇樹:「いぃぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ち（やたらと間延びしたカウントダウン）」（爆笑）

ＧＭ:と、カウントダウンまでされていますが？

紗綺:とりあえず、歩いて向かいます（爆笑）。「呼ばれたから、行かなくちゃ」

ＧＭ:急ぐ気ぜんぜんねぇ（笑）。

紗綺以外の一同:「（アンゼロット）にぃぃ～～～～～～～～～……」

紗綺:コンコン。参りました。

ＧＭ:「ぎりぎり間に合いましたね」
勇樹:いや、そこは「あら、間に合ってしまったんですね、ガッテム」（一同笑）

ＧＭ:ガッテム（笑）

勇樹:で、つい今の今まで「にぃぃ～～～」とか放送してたはずなのに部屋の中ではアンゼロットがめちゃくちゃ普通に紅茶を飲んでいる、と（笑）。
ＧＭ:「まぁお座りなさい。今日の紅茶はハーブティーですよ」
紗綺:「はい」といっておとなしく座ります。

ＧＭ:「どうぞ」といって紅茶が出されます。

紗綺:えー、じゃあ知覚判定を……（一同笑）。

ＧＭ:やはり信用無いなアンゼロットの紅茶（笑）。まぁ今回は普通に大丈夫だよ。「既に適温になっていますので、冷めないうちにどうぞ」

紗綺:じゃあ、ずずず～っと飲む。
勇樹:「（またもアンゼロット）飲みましたね？」（一同笑）

ＧＭ:大丈夫だっつうに（笑）。「というわけで、今日は貴方の初任務です。」

紗綺:「に、任務……。もしかして……戦、い？」

ＧＭ:「もちろんです。ウィザードには敵と戦っていく定めがあるのですから」

勇樹:「（再びアンゼロット）これからする私のお願いに、『はい』か『イエス』でお答えください」（一同笑）

紗綺:え、えぇ……。じゃあ『い…』。

ＧＭ:「（言い終わる前に）『イエス』ですねわかりました。そういってくださると思っていましたよ」（爆笑）

紗綺:い、一方的に言われてなにがなんやら……（笑）。

ＧＭ:「というわけで、あなたにはこれから日本の東京、秋葉原に出向いてもらいます」

紗綺:オタクの聖地……。
ＧＭ:「まったくもってそのとおりですね（笑）。そのせいかあそこからはよく世界の危機が始まるもので」

勇樹:なんてこったい。
ＧＭ:「貴方に与える任務はその秋葉原周辺に出没している冥魔の討伐です」と言ってひとつの資料を差し出します。「これが今のところ分かっているその冥魔についての資料です。正直いってあまり詳しいことはわかっていないのですが……」
紗綺:それを受け取ります。

ＧＭ:「なんでも数が多いようで。しかも最近そのあたりで行方不明事件が起こっているそうです。もしかしたら今回の件と関係があるかもしれません。」

紗綺:なるほど、わかりました。

ＧＭ:「くれぐれも気をつけて下さい。これまでの報告によれば一体一体はそれほどまでの強敵という印象はないのですが、それでもこの任務中に消息不明となったウィザードも多数います」　

紗綺:ウィザードが行方不明になってるんですか？
ＧＭ:「貴方の前にも何人かこの任務に当たったウィザードがいたのですよ。むしろだからこそ貴方にもこの任務が回ってきた、ということです」

紗綺:「なる……ほど」

ＧＭ:「大丈夫、貴方の腕は信用しています。自信を持ってください」

紗綺:「でも……腕が」そういって腕をあげると、その腕は震えています。
ＧＭ:「大丈夫です、貴方ならきっと乗り越えられます」そういってアンゼロットはやさしい微笑を浮かべて……「それでは、行ってらっしゃい」くいっ（天井から垂れた紐を引く動作）。

紗綺:……くいっ？

ＧＭ:アンゼロットがその紐を引いた途端、紗綺のいるところの真下の床がパカッと開きます。そして紗綺はその穴の下にスト――ンと（笑）。
紗綺:「き、きゃぁ――――――！！」
ＧＭ:そうして君は大気圏を突破しつつ東京、秋葉原へと向かったのだった。

阿部:紅茶じゃなくて床を判定するべきだったようだな（一同笑）。

Opening 4◆目覚め　　　　　　　　　　　　　　　――――阿部寛
暗い部屋の中、『Ｂ-０５２』と呼ばれるその機体は深い、深い眠りについていた。
もうどれだけ眠り続けたか分からない。このままずっとこうして眠ったままなのだろうか。

だが、その闇は何の前触れも無く、唐突に払われた。

差し込まれる一筋の光。そしてその光の先には――。

ＧＭ:ぴっ、がしゃっ、うぃ～ん、ぷしゅ～ぅ。「（マッドな口調で）いぃ～～っひっひっひ！　さぁ、目覚めるのじゃあ、『Ｂ‐０５２』よぉお！」（一同爆笑）
勇樹:「（やはりマッドに）うひょひょひょひょひょひょ！」
ＧＭ:と、ドクトル鈴村は怪しげな笑い声を発しながらキミが起き上がるのを待っている（笑）。

阿部:じゃあ目覚めます。顔をぐぐぐっと持ち上げて、サングラスの奥から赤い光がキュピーンと輝きます。

ＧＭ:じゃあそこから一歩下がったところから別の声が聞こえます。「フ、目覚めたか。久しぶりよのぅ我が弟子よぐっはぁ！（吐血）」

つぐみ:二人ともいるよー（笑）
ＧＭ:「いぃ～っひっひっひ！　目覚めてすぐで悪いが貴様にひとつやってもらわねばなぁ～らんことがあぁ～るのじゃあ！」
勇樹:「しかしドクトルよ。この我が弟子、長く眠りすぎたせいで少々気の流れが悪くなっておる……」（笑）

ＧＭ:「だぁ～いじょうぶじゃあぁ！　ワシの超天才的な頭脳があればこの程度のメンテナンスちょ～ちょいのちょぉ～いじゃあぁ！」（一同笑）

紗綺:大丈夫なのかこんなんで（笑）。

ＧＭ:じゃあこんなやりとりをしている中で、さらに後方から別格の威厳を携えたオーラを感じ取ります。

勇樹;「はっ！」といってドクトル鈴村とムッシュハウエバーはいきなりそちらに向かって跪きます。
阿部:私も同時に跪きます。
ＧＭ:「……再開の挨拶は、そのくらいでよろしい？」という声と共に彼女が姿を現す。「リ、リオン様、こ、こぉれは大変な御無礼をぉ！」……ってダメだ、ドクトル鈴村楽しすぎる！（一同笑）

勇樹:「（ムッシュハウエバーになって）リオン様におきましては御機嫌麗しゅうぐっはぁ！（やはり吐血）」（一同爆笑）

　この二人、リオン様を差し置いてマジ大人気です。

　いや、ＧＭも超ハマってたんだけどね（笑）。

ＧＭ:まぁそいつらのことはとりあえず置いておいて話を進めよう。「……５２番、貴方にひとつ、重要な任務を与えます」

阿部:「なんでしょうか、御主人様」

ＧＭ:「私の本によると、今、東京、秋葉原の街がヤバイらしいのです。」
紗綺:ヤバイって言っちゃうの？（笑）

ＧＭ:「それはもう、ほっといたら世界が滅ぶどころの話ではなくなってしまうくらいに」

阿部:「それは一体どのような……」
ＧＭ:「動いているのは、冥魔〝メロク〟」
阿部:「メロク？」

勇樹:……ふと思ったんだけどさ、ここ数十年間ずっと寝てたんだよね？　冥魔のこと知ってんの？

一同:あ（笑）。

実は、この世界で冥魔が出現しだしたのはつい最近のことなのである。

数十年も寝てた人が知ってるはずがないような……。

ＧＭ:あ、じゃあここはやっぱりドクトル鈴村の出番だよ！　キーボードをカタタタタと叩いて「冥魔のデータを転送しておきましたぁ！」（一同笑）

阿部:まだコードとかが繋がってるんだな（笑）。で、そこからデータが流れ込んでくる、と。

ＧＭ:じゃあ冥魔については理解できたと（笑）。続けてリオン様が話し出しますよ。「冥魔メロクは、単体の力はそれほど大きくは無いけれど、持っている能力が非常に厄介な冥魔」

阿部:「厄介な能力……ですか？」

ＧＭ:「……ええ。放っておけばこの世界も裏界も、精霊界でさえ、やつに飲み込まれてしまう」……ってホントか？（自分で言ってそのスケールに驚いた）
阿部:「して、その冥魔は、どのような能力を？」

ＧＭ:「……それは、今は言えない」何故ならＧＭが困るからな（笑）。

つぐみ:おい（笑）。

ＧＭ:「現地では今、ロンギヌスも活動を始めている。やつらと協力してでも、メロクを打ち倒しなさい」と言ってリオン様は一歩下がります。
つぐみ:「（急にドクトルになって）貴様はこれより、『阿部』と名乗るのじゃあ！」（笑）

勇樹:「（同じくドクトルになって）任務中のお前の名前はぁ、阿部ぇ寛ぁ、じゃぁあ！」（一同笑）

ＧＭ:「さぁ、行くのじゃあ！　Ｂ-０５２、もとい！」
一同:「阿部寛よぉぉ！！」（爆笑）

Opening 5◆屋台での依頼　　　　　　　　　　　――――蓼つぐみ

輝明学園・秋葉原分校の昼休み。

ここでも他の学校の例にもれず昼食をとるために生徒たちで賑わう場所がある。食堂や購買などがそうだ。

しかし。

今、この学校では、普通ならありえない場所の、ありえないものの前でその賑わいが広がっていた――。

つぐみ:というわけで、私は学校の屋上にある『蕎麦屋好美・輝明学園支店』ともいえる屋台を切り盛りしています。

一同:なにぃ――っ！（爆笑）

ＧＭ:ちょ、ちょっと待て！　学校の中に屋台だとぅ！？
つぐみ:で、マジカルリボン相当の鉢巻をまいて「へい、らっしゃい！」と（笑）。
勇樹:ずずず――（蕎麦をすする音）。

紗綺:「（一般生徒になって）いやー、相変わらずここの蕎麦はうまいっすね先輩」
つぐみ:「（やたらと威勢のいい声で）うちは純日本十割蕎麦しか作っていないからねぇ」

ＧＭ:おまえは女か、本当に！？「いやーここの蕎麦うまいんだよなー、これだけ並ぶ価値はあるぜ。蕎麦ひとつー」

つぐみ:「あいよ。水は富士の名水、朝の汲みたてだよ！」

勇樹:ＧＭ、俺登場していい？（笑）
ＧＭ:いいですよ（笑）。

つぐみ:「秋葉原分校に好美蕎麦あり！　好美蕎麦、好美蕎麦をよろしくー！！」

ＧＭ:……マジ勘弁してくれ（笑）。
勇樹:ずずずずぅ～～～、ぷはぁ。
つぐみ:「お。お客さん、いい食いっぷりだねぇ」

勇樹:「いやぁ、この列ですからねぇ。特別優待券でもない限り滅多に来れないですから」

つぐみ:「よぉ～し、蕎麦湯をサービスだ！」（笑）

ＧＭ:じゃあせっかくだから伊織も。列の後ろの方から「ちょっとー、私の分もとっときなさいよー！」

勇樹:聞いてない。「ずずずぅ～～」（一同笑）

ＧＭ:まぁ流石にそろそろ列が消化できたくらいで、ひとりの男がお金をチャリーン、とカウンターに投げて「大盛りひとつ」

つぐみ:「あいよ、大盛りね。お客さんで最後だ。他は帰った帰った」

ＧＭ:まぁこの男は、誰だかは分かってると思いますが生徒会長である八坂です。が、まぁとりあえず出てきた蕎麦を食おう（笑）。

つぐみ:じゃあ鉢巻を取り外して「ふぅ……」としてから「（さっきまでとは打って変わって女らしい口調で）あら、生徒会長じゃないですか」（爆笑）
ＧＭ:性格変わった――！！
阿部:女将モード解除？（笑）
ＧＭ:「相変わらず店にいるときは元気がいいなお前は」と八坂は言います。
つぐみ:「やだ、そんな……恥ずかしい」（一同笑）

ＧＭ:おいおい（笑）。「こんなタイミングで俺が来たってことで多少予想してるかもしてないが……ちょっとお前に頼みたいことがあるんだ」

つぐみ:「頼み、ですか？」

ＧＭ:「ああ。最近この街で行方不明者が多数出ているのは知っているだろう？」

つぐみ:「えぇ……そのせいか、最近ウチの売り上げも落ちているみたいで……」（笑）

ＧＭ:「それはまた大変だな。で、その行方不明者なんだが、実はその大半がウィザードらしいんだ」

つぐみ:「まぁ」と目を見開きます。

勇樹:「（急に八坂になって）というか昨日……副会長が消えちまった……」（笑）

つぐみ:「そんな、あの副会長さんが……。じゃあウチの売り上げの４割に貢献してくださっている柊蓮司さんは……？」（爆笑）
ＧＭ:４割！？　どんだけ貢献しとんねん柊！　「柊さんは流石に大丈夫なようだが……ウチの学園の生徒も何人か被害が出ているんだ。これ以上は放置できないんだが、俺も今野暮用があってな、手が離せないんだ」

つぐみ:「大変ですねぇ」

ＧＭ:「そこでお前に頼みたいんだ。お前のウィザードとしての腕は買っている。お前の力なら何とかなるだろう」

つぐみ:じゃあちょっと考え込んで……「このままこの街から人がいなくなっていけば好美蕎麦の売り上げも落ちる、そんなことでは好美蕎麦の再興はならないわ」（笑）「わかりました。受けましょう」

ＧＭ:そんな理由かい（笑）。「あぁ、頼む。それから、他にも自主的に調べてるやつがいるみたいだから、そいつらとも協力してやってくれ。一人よりも多人数の方が危険は少ないからな」

つぐみ:「その方のお名前は？」

ＧＭ:「確か……二階堂勇樹、それと御剣伊織だったかな。もしかしたら他にもいるかもしれないがな」

ちなみに。

勇樹と伊織が出かけるのはこの昼休みの時間より後の放課後のはずなのだが……このプレイ中にその事実に気が付く人は誰もいませんでした（笑）。
つぐみ:「わかりました、早期解決を目指します」
ＧＭ:「あぁ、頼む。……ごちそうさま。うまかったよ」

つぐみ:「（急に女将モードに戻って）あいよぉ！　また来てくれよ会長さん」（爆笑）

Middle 1◆まずは聞き込み　　　　　　　　　――――二階堂勇樹
　伊織に引っ張られ始めてから早１０分。
　いつまで続くのだろうと考え始めたその時、伊織は急にその足を止めた。

　勇樹があたりを見回すと、そこは見慣れた秋葉原の街中。

　そして目の前には腰に手を当て、悠然とたたずむ伊織の姿。

　ポカンとしている勇樹に伊織は満面の笑みで、一言、こう言った。

　「さぁ、調べるわよ！」
勇樹:酷っ！（笑）そんないきなり！　「なぁ伊織、いきなり街中に出てきたのはいいが、どうやって調べんだコレ？」

ＧＭ:「知らないわよ、なんとかなるでしょ。そこはアンタが考えて」

勇樹:ちょっと待て（笑）。「……俺はまがりなりにも日本人だ。ああ日本人だとも。だというのに……俺は今、お前の日本語が理解できなかった」（一同笑）

ＧＭ:肩に手をぽん、と置いてそして満面の笑顔で「大丈夫、アンタなら、出来るわ」（笑）

勇樹:その瞬間、「あぁ、俺はなんでこの人と許嫁なんだろう……」と思った（爆笑）。

ＧＭ:「まぁ私の見解としては初めは地道な聞き込みしかないと思うわけですが、どうよ？」
勇樹:「すいませーん、お化けについてどう思いますかー？」（爆笑）

ＧＭ:周りからすごい変な目で見られるなこりゃ（笑）。

勇樹:「お化けは悪だと思いませんかー？」（笑）

紗綺:「（通りすがりの子どもになって）お化けこわいのー」
ＧＭ:「（そしてその母親）しっ！　見ちゃいけません！」（笑）

勇樹:なんか酷いことになってきたので早く登場してください蓼さーん（笑）。

ＧＭ:登場判定は【幸運】ジャッジで目標値１０でやって下さい。
つぐみ:じゃあ登場しまーす。（ころころ）成功。
ＧＭ:じゃあ二人が聞き込みで悪戦苦闘してるところに……。

つぐみ:「お客さ～ん、忘れ物だよ～」

一同:えぇ～～！！（爆笑）

ＧＭ:もしかしてそれ屋台も引きながら走ってんのか？（笑）
勇樹:屋上からどうやって持ってきたんだろう（笑）。

紗綺:月衣に入れて？

つぐみ:いや追いかけてる時も月衣の中に収めとくけどね普通に（笑）。

　屋台を月衣にしまうのもそれはそれで普通じゃないぞ。

ＧＭ:まぁそんなこんなでバタバタしてるとこで伊織がそれに気付きましょうか。「あら、あれは……」
勇樹:「蓼さん？」

つぐみ:じゃあ女将モード解除して勇樹に「はい、お忘れ物ですよ」

勇樹:「え、俺なんか忘れ物しました？」

つぐみ:「えぇ、鞄を……」

勇樹:そんなもん忘れたのか俺！？　……あぁ忘れてる！　引っ張ってこられたから半ば強制的に忘れさせられてる！（爆笑）

阿部:中にはＭＰポーションが一本。
勇樹:「あぁ、それは大事な残り一本のＭＰポーションの入った鞄！」

つぐみ:「なんだかずいぶんと重たい鞄なんですけど～」
勇樹:「ありがとう蓼さん、あなたは命の恩人だ！」と言いながら手を握ってぶんぶんと（笑）

ＧＭ:じゃあその光景を伊織が横からムーッとした顔で眺めながら「アンタ鞄なんか忘れるんじゃないわよー」と。

勇樹:誰のせいだ――っ！！（爆笑）
　まったくだ（笑）。

紗綺:理不尽すぎる（笑）。
勇樹:「そうだ蓼さん」といって話かける。「幽霊は悪いと思いませんか？」（一同笑）

ＧＭ:「やつらは許せないと思いませんか？」

勇樹:「幽霊は悪だと思いませんか？」

ＧＭ:「悪は滅するべきだと思いませんか？」

勇樹:「今ならこの壺を買えば……」（笑）

ＧＭ:「さらにこの花瓶も買えば……」（爆笑）

阿部:一体何の怪しい勧誘だ（笑）。
つぐみ:「つ、壺も花瓶もいらないけれど、幽霊はよくないかと……」

勇樹:「なんとこの鏡も合わせて買えば蕎麦屋好美の再興が３ヵ月縮むという」

つぐみ:「ま、まぁ！」（爆笑）　えっと、たしか勇樹はうちの常連さんでしたよね。「二階堂様がそうおっしゃるなら……」（笑）
勇樹:なんか様付けされたぞ俺！

紗綺:まぁお客様ですから（笑）。

ＧＭ:じゃあ伊織は予想外に親しげなそちらをジト目で見つつ……ってか話が変な方にそれすぎだぞ（笑）。修正しよう。「まぁとにかく、人手も増えたことだし、改めて調査を進めていきましょう！」

勇樹:そろそろ判定する？
ＧＭ:そうですね。目標値１２の【知力】ジャッジか目標値１５の【幸運】ジャッジで情報収集してみてください。

勇樹:じゃあ幸運で振ろう、どっちでも大して変わんない。（ころころ）おぉ、クリティカルした。１６足して２５。

つぐみ:私も普通に成功。

勇樹:「伊織、俺の勇者的勘が告げている……あの人たちは何か知っているはずだ！！」
ＧＭ:「マジで！？　よし行くわよ。すいませ～ん！」（笑）
勇樹:それで、何が分かるんだ？

ＧＭ:えっとですね、まずその噂の出所は夜中にあった目撃情報だと分かります。まぁ会社帰りだとか酔っ払いだとかの。
勇樹:具体的にはどんな感じ？

ＧＭ:目の端のほうに映ってた人の影がグワッとその人を包み込み、あれっと思ってそちらを見たらそこには誰もいなくなっていた、といったふうな目撃情報がいくつもあったそうです。で、その話が都市伝説のような感じで噂になっている、と。

紗綺:ＧＭ、一般人って月匣の中では止まるんじゃないんですか？

ＧＭ:もしかしたらその目撃情報を提供した人は未覚醒のウィザードだったのかもしれないじゃないか。それにもしかしたらまず月匣そのものが展開されてなかったのかもしれないし。
紗綺:なるほど。

ＧＭ:さらにつぐみさんの方も成功してるから別件ということで、その行方不明になった人のウィザード率は７～８割ほどに達するらしいこともわかります。さらに後になればなるほどウィザードが被害にあう割合が高くなっているようです。
勇樹:しかも後になればなるほど被害にあうウィザードのレベルも上がっているとか？

ＧＭ:そんな感じですね。
勇樹:力を増してきている？　というかどんどん……美食家になってきている？（一同笑）
紗綺:味をしめた？

つぐみ:どんな基準だ（笑）。

ＧＭ:という情報が手に入り、被害状況とかをまとめているところで、気付くかどうか、【知覚】ジャッジをしてください。
つぐみ:（ころころ）あ～、ダメだ。

勇樹:【知覚】か……ちょっと苦手なんだよなぁ。（ころころ）成功（笑）。

ＧＭ:苦手と言ったそばから（笑）。じゃあ勇樹は気付きますね。そうして被害状況を見ていくとその被害範囲の中心点が特定できます。

勇樹:ほう、それは一体何処だね。
ＧＭ:だいたい、秋葉原駅前のゲー○ーズのあたりですね（笑）。
勇樹:あそこかよ（笑）。あの黄色と緑の看板の。

つぐみ:「二階堂さん、どうなさいました？」

勇樹:「えぇ、ちょっとこの地図を見てください」といって０-Ｐｈｏｎｅを取り出してアキバ周辺の地図と被害報告があった場所を表示する。「これ、中心があるように思いません？」
つぐみ:「こ、これは……」

ＧＭ:と、気付いたところでこのシーンは終了しようか。

Middle 2◆急な遭遇　　　　　　　　　　　　　――――涼波紗綺
紅い月が天で輝く。

秋葉原の地に降り立った紗綺が調査を始めようとした矢先に、彼女の前に冥魔が現れた。

とっさに応戦しようとする紗綺。だが……ガンナーズブルームを構えるその腕は、目に見えて震えていた――。
ＧＭ:というわけで、戦っているところからシーンスタートです。
紗綺:はい！？　いきなり！？
ＧＭ:はい、いきなりです（笑）。

勇樹:こいつ戦えないんじゃ……。

ＧＭ:がんばってくださーい（笑）。

紗綺:だんっ、だんっとガンナーズブルームを打つのですが、「あ、当たらない！　当たらないよ！」

ＧＭ:あ、その戦ってる敵は人型の黒い影のような冥魔です。

阿部:その時、阿部は走っていた（爆笑）。

ＧＭ:阿部は走っていた（笑）。

阿部:というわけで登場判定します。（ころころ）成功。

ＧＭ:おう、じゃあ好きに登場していいぞ。

勇樹:走ってくるも良し、空から降ってくるも良し、地面から湧き上がってくるも良し（笑）。
ＧＭ:じゃあそうこうしてるうちに、冥魔はその手に持っている剣の形の影で斬りかかってきます。

紗綺:「くっ、こんなに近づかれたら！」

阿部:じゃあ走っていってその間に割り込み、その剣を受け止めます。ガキィィン！　と。
ＧＭ:おお。

紗綺:「だ、誰っ！？」

勇樹:そう、君の目の前には黒いスーツを着た大男が腕から火花を散らしながら敵の攻撃を受け止めていた。

阿部:その敵を弾き飛ばしつつ「お前、なかなか腕の立つウィザードのようだが、この程度の相手に何をしている」

勇樹:と、彼は背中越しに語りかけてきた（笑）。

紗綺:「あなた……一体誰なの？」

阿部:「俺はこのあたりに……、いや、俺はただの探偵だ」（爆笑）
ＧＭ:そうなの！？（笑）

勇樹:なんかかっこいいぞ（笑）。
ＧＭ:まぁとにかく冥魔は「グォォォ」と呻いてまた斬りかかります。
紗綺:「いけない、右によけて！」

阿部:「む」といいつつ避けます。

紗綺:ダーン！　と今度は正確な狙いでその冥魔を打ちます。

ＧＭ:今の一撃で剣を持っていた腕が吹き飛びます。

勇樹:おぉ、当たった。
紗綺:「な、なんとか……」と言いながらも手はすごく震えています。

阿部:「いけるぞ」

紗綺:「なんでこんなに……怖いの！？」と言いながらもう一発。

ＧＭ:じゃあ今のでもう片腕も吹き飛びます。でもそれでもまだ襲ってこようとします。

阿部:じゃあ俺も攻撃しましょう。黙ってレゾナンズフィストを起動して顔を殴りに行きます。

勇樹:その瞬間、彼の左腕のスーツがビリビリッと破ける。そこから覗くは鉄の腕！　超振動するその腕が敵の中心、核を思いっきり打ち砕く！　パキィィィン！！
紗綺:勇樹が攻撃してるみたいだ（笑）。

ＧＭ:（笑）まぁそんなこんなでその冥魔は完全に沈黙しました。その場でまるで液体のようになって崩れ去ります。

つぐみ:なんかドクトル鈴村たちがモニターで見てそうだな。「いいぞぉぉ！」とか言って（一同笑）。
ＧＭ:「ふむ、その調子じゃぁあ！」（笑）
勇樹:「うひょひょひょひょひょ！」（笑）

ＧＭ:まぁそんなこんなで、紅い月も無くなり、普段の光景が戻ってきます。

紗綺:そんな中で私は肩で息をしています。「はぁ……はぁ……」

阿部:じゃあ紗綺に話しかけます。「最近この周辺に冥魔がよく出現しているらしいな。どうやらお前もそれを追っているようだから目的は同じだ。どうだ、俺と組まないか？」

紗綺:「あなた……人間なの？」

阿部:「俺は……しがない探偵だ」

ＧＭ:じゃあそうやって二人で話しているところで、先ほどの冥魔の残骸に一匹の猫が近寄っていこうとしています。
紗綺:「え、あの子……何を！？」

ＧＭ:そして猫が近づいた矢先にその倒したはずの冥魔の残骸がピクッと動きます。
勇樹:月匣は閉じられたはずなのに何故かまだそこに残っていた冥魔の残骸に何故か本能的に引き付けられたんだな。

ＧＭ:で、その残骸がさらにピクピクッと動いて、そしてその猫を包み込もうとするようにグァッと動き出します。

紗綺:「危ないッ」といって駆け出し、その猫を腕に抱えて庇います。

ＧＭ:じゃあそこでしっかり助けられるかどうかで【敏捷】ジャッジをどうぞ。
紗綺:（ころころ）成功です。

ＧＭ:じゃあうまく助けられた、と。ですがまだ安心できませんよ。そんな動きに呼応するかのように、周囲に先程よりも大きな月匣が張られます。そして君たちを取り囲むように大量の冥魔が現れます。
阿部:少しムッとしてその様子を見渡します。

紗綺:「なんて数……こんなの、あの時以来」
つぐみ:あの時？

紗綺:ナンバーズ壊滅の時の事件です（笑）。

ＧＭ:取り囲んでる冥魔の容姿は基本的にはさっきのと同じ人型なんですが、その細かい体格や持ってる武器はさまざまです。剣持ってたり、銃持ってたり、なんか箒みたいなもん持ってたり……。

紗綺:めっちゃウィザード！？
ＧＭ:とはいえさっきのと同じ、全身真っ黒な、影のような冥魔ですけどね。で、そいつらは少し君たちを見据えた後、一斉に襲いかかってきます。
紗綺:猫を抱えているのでガンナーズブルームを片手で構えて打ちます。でもそれも相まってやっぱり狙い通りには行きません。かすってくくらい。「当たらない、当たらない！」

阿部:俺もレゾナンスフィストを振りかざして応戦します。

ＧＭ:そして二人とその冥魔たちとで壮絶な戦いが起こるわけですな。内容は長くなるのでここは米印を三つ入れまして……（笑）。

＊

＊

＊

ＧＭ:しばらくして、その場にいた冥魔はあらかた片付いたようだ。とはいえ、君たちも急に現れた大量の冥魔相手だったので、倒しきるのはなかなかに大変だった。
紗綺:「なんとか……倒しきった……」腕がまだ震えています。

ＧＭ:じゃあ戦いが終わって一息ついたところで【知覚】ジャッジをお願いしまーす。

紗綺:３出せば成功ですね。（ころころ）成功です。

阿部:（ころころ）こっちも成功。

ＧＭ:じゃあ二人とも気付きますね。先ほど現れた大量の冥魔たちですが、様々な姿をしてはいましたが、全てから全く同じプラーナを感じました。つまり、あれらは全て同一の存在だということです。
紗綺:分裂したものってこと？

ＧＭ:さらに、戦った感じでは、やつらは斥候のようなもので、本体ではないということもわかります。
勇樹:要するに、ザコくさいっていうことね（笑）。

ＧＭ:端的に言ってしまえばそういうことです（笑）。

紗綺:「任務についていたウィザードが消える……その原因ってもしかして、これ？」

ＧＭ:そうつぶやいた君の腕の中で猫が「にゃあ」と鳴いてシーンエンドとしましょう。

紗綺:「守り、きれたの？　今度は……」

Middle 3◆捕らわれた少女　　　　　　　　　　――――蓼つぐみ
多少調査は進んだ。

だがそれでもまだ根本的なことは全然だ。

もっと深く調べていこう、そう思ったその時、その異変は起きた。

そう遠くないあたりで月匣が張られる気配を感じた。さらには戦いが起こっている気配も。

何が起こってるのかは分からないがとにかくつぐみたちはその現場へと向かった。
勇樹:「こ、この気配は……。蓼さん、どこで戦いが起こっているかわかりますか？」
つぐみ:「い、いえ、さっぱり……」

ＧＭ:さっぱりなのか（笑）。じゃあ【知覚】で判定してみましょう。
つぐみ:はーい。（ころころ）成功です。

勇樹:俺も一応やっておこう。（ころころ）成功しちゃった（笑）。

ＧＭ:というわけでお二人ともその月匣の張られた場所が特定できました、と。

勇樹:「ここは……またゲー○ーズを中心とした範囲の中の場所！」（笑）

ＧＭ:で、君たちがその場に駆けつけるとそこでの戦いはもう終了していたようで、月匣も解けています。そしてその場所には紗綺と阿部さんがいるわけです。というわけでお二人も登場～。

阿部:じゃあそちらに気が付いてちらっと見ます。

勇樹:「すいませーん。ここら辺に変な気配ありませんでしたー？」（一同笑）

紗綺:そんなことを聞くのはどうなんですか！？（笑）
阿部:私は勇樹のほうを見て「む？」という顔になります。「俺はこの男を知っている……何故だ？」（一同笑）

　実はこの人、ＰＣ間コネクションを結ぶ際、どう考えても過去に会ったことのない勇樹に対して、「ドクトル鈴村が送ってきた最近のウィザードのデータの中に勇樹のデータがあった」という、なんとも人造人間らしい素敵な設定をつけていたのだ。しかも無自覚（笑）。
紗綺:そういえばそんな設定だっけ（笑）。

阿部:「お前、二階堂勇樹か」と勇樹に言います。

勇樹:なんで俺の名前を知っている！？（笑）「あんた、何者だ？」
阿部:「俺か？　俺は……しがない探偵さ」（一同笑）

紗綺:まだ引っ張るのか（笑）。

勇樹:「た、探偵。じゃあ被害者は誰だ？」（笑）
ＧＭ:あ、じゃあ伊織が勇樹の肩に手をポン、と叩いて、「勇樹、悪いことは言わないわ。あなたのやったこと……素直に白状なさい」

勇樹:何もしてねーよ！！（爆笑）
阿部:「お前のデータは、優秀なウィザードとして俺の中に入っている」

勇樹:「何？　つまりあんたもウィザードってことか。ならちょうどいい。さっきこのあたりでエミュレイターの気配がしたんだが……もしかしてあんたらがそいつをやったのか？」

阿部:じゃあさっきの状況を伝えましょう。かくかくしかじか（一同笑）。

勇樹:かくかくウマウマ、なるほど（笑）。「そんなことが……」

紗綺:「あなたたちも、ヤツを調べてるの？」

勇樹:「ああ、俺たちは……、いや、むしろ俺は巻き込まれただけなんだが」（一同笑）

つぐみ:巻き込まれた（笑）。

勇樹:いきなりテンションダウンだ（笑）。

ＧＭ:じゃあ当事者が説明しましょうか（笑）。「私たちは今街で噂の夜な夜な人を飲み込んでいくという影について調べてたの」

つぐみ:「敵はどんどん強大化しているわ。このまま放っておくわけにはいかないの」

勇樹:「ウィザード中心に被害が広がっているようだから、侵魔か冥魔の仕業だろう。で、さっきのはどっち？」

紗綺:「さっきのは冥魔の方だったわ」
勇樹:「なるほど、道理で頭の悪そうなやり方なわけだ」（笑）

余計なお世話だ。

阿部:あ、じゃあここでみんなに冥魔メロクのことを話します。

勇樹:「なるほど。じゃあそのメロクとかいうやつがこの事件の犯人かもしれない、と。というわけで探偵さん……」

ＧＭ:「で、あの隅のほうに山になってるのがさっき倒したっていう冥魔の残骸？」と伊織がそちらを指差します。
勇樹:それは俺に調べろということか？

ＧＭ:あ、それなら【知覚】で判定してみてくださいな。
阿部:（ころころ）あら、ファンブル。達成値０（笑）。

一同:（ころころ）……失敗。

ＧＭ:あらあら。じゃあ『ああ、これは冥魔の残骸だ』ということの再確認だけだな。

阿部:冥魔の残骸（笑）。

勇樹:「おお、これはまさに冥魔の残骸だ」

ＧＭ:「うん、冥魔の残骸ね」
つぐみ:「これ、新しいメニューに使えないかしら……」

勇樹:いや使えないから！　マジやめてください！！（一同笑）

阿部:「むぅ？　これは冥魔の残骸……か？」

勇樹:いやいや、あんたが倒したんだろが！（爆笑）

つぐみ:データがバグってる（笑）。

ＧＭ:記憶回路がまだ混乱しているようだな。

勇樹:どうしたんだ探偵さん！　聡明そうなセリフに紛れてなんかあまりにアホなセリフが（笑）。

阿部:まぁすっとこどっこいですからねぇ。
ＧＭ:そういえば（笑）。「まったくなんなのかねぇ……」と言って伊織はもっとその残骸を調べようと近づいていきます。

勇樹:「待て伊織、そんなに不用意に近づいたら……」

「へ？」
と、伊織が勇樹の方を振り向いた、その瞬間だった。

冥魔の残骸の山が急に動き出し、一つに纏まったかと思うと、伊織を包み込もうと起き上がったのだ。

その動きは、先程の猫に対してのものと基本的には同じ。だが、その規模も速度も、その時とは桁が違っていた。

あまりに突然のことに、伊織も、他の誰も反応することが出来ず、伊織はそれに完全に取り込まれてしまった。
勇樹:「い、伊織ッ！？」その瞬間にウィッチブレードを抜いてでそっちに突撃する。……絶対に間に合わないと思うけどな！（笑）

ＧＭ:「え、あ……」と呟きつつ勇樹のほうに手を伸ばす伊織。だがその手に勇樹の手が届く直前で完全に飲み込まれてしまいます。
紗綺:「くっ」と言いつつガンナーズブルームでそいつを撃とうとするんですが、やっぱり躊躇ってしまって打てない。

勇樹:「い……伊織――っ！！」

ＧＭ:伊織を包み込んだその冥魔の残骸はその場で少し蠢いた後、その残骸は急にブァーッとどこかへと飛んでいきます。そしてそれが飛んでいったその方角は……。

勇樹:例のゲー○ーズの方向か。「くそっ」と呟いてウィッチブレードに乗ってそっちの方向に飛んでいきます。一人で（笑）。

つぐみ:「二階堂さん！　一人では危険よ！」

勇樹:そんな声にも耳を貸さず箒のブースターを起動して最高速で飛んでいきます。
紗綺:「一人じゃ危ない！」と言ってわたしも箒に乗ってそれを追いかけていきます。

阿部:では俺も。
つぐみ:あれ、箒持ってないの私だけ？
阿部:あ、俺のアイゼンブルグは二人乗り可能なので一緒に乗せてきます、「しかたねぇな」とか言いつつ。この箒は私の右腕と同化してるので……つぐみさんを肩に抱えてゴウッと飛んでいきます（爆笑）。

ＧＭ:カッケェ！！
勇樹:この超人め！！
つぐみ:じゃあ私抱えられながらきゃーきゃー言ってる（笑）。
ＧＭ:まぁとにかくそうやってみんながそっちに向かっていったところでシーンエンドです。

Middle 4◆躍動　　　　　　　　　　　　――――マスターシーン
何処とも知れぬ暗がりの中で、蠢くひとつの塊があった。その身からは強大な瘴気が隠しきれずに漏れ出している。いや、もしかしたら隠そうとさえしていないのかもしれない。

そんな中、そこに向かって一回り小さな塊が飛来してきた。その内に多大なプラーナを携えて。その塊が大きな塊に近づくと、大きな塊は形を変えて小さい塊をずぶずぶと吸収していった。
そうして新たなプラーナを得、さらに強大な力を得た「それ」はまた一頻り蠢きつつ、

「チカラ……マタ……フエタ……イッパイ……フエタ……モット……モットイッパイ……」

そう言ってまた活動を開始した。より多く、より良質なプラーナを我が物とするために。
だが、再度動き出したその動きはこれまでとは比較にならないほどの規模のものであった――――。
Middle 5◆〝秘密侯爵〟　　　　　　　　　　　　――――阿部寛
勇樹:とにかくゲー○ーズに向かって爆走しています（一同笑）。
つぐみ:で、みんなでそれを一所懸命追っていると。

ＧＭ:皆さんそうやってぶっ飛ばしてるところで、急に冥魔の気配が強まったかと思うと街全体に薄く広く月匣が展開されます。

勇樹:あれか？　中心点に近づくにつれて気配も強くなって嫌な予感がしてくるみたいな。

ＧＭ:はい、まさにそんな感じです。で、その月匣、街中に展開されてるんですが、その中には動きを止めている一般人たちがもちろんたくさんいるわけです。そんな彼らの影が……一斉に動き出します。
一同:なにぃ！！
阿部:なんという恐怖映像……（笑）。
ＧＭ:そして動き出したその影、つまり尖兵たる冥魔たちは、人どころか街ごと飲み込んでしまうような勢いで街を蹂躙しようと立ち上がる！　さぁみんな、慌てふためくが良い！（笑）

勇樹:こ、これは……。あぁ、誰かこの事実を俺に伝えてくんない？俺絶対気が付かないから（笑）。

つぐみ:「に、二階堂さん！」
紗綺:「ちょっとあなた、下を見なさい！」
ＧＭ:そうこうしてるうちにきっと数十人単位で飲み込まれてるな、一般人（笑）。

勇樹:「なんだよ！　今は一刻も早く向こうに……」と言いつつちらっと下を見て、影が動いているのを見てギギギィーっと急ブレーキをかけます。「こ、これは……」
ＧＭ:で、ですね。事態はコレだけじゃ収まりません。いたる所の影が起き上がっていて、さらには人を飲み込んだ影たちは自ら分裂していっています。もうどんとん増えてってますね、こいつら。
勇樹:うわぁ……。

つぐみ:「これは……一体どうすれば……」
勇樹:「……多分こいつらも本体じゃない。本体さえ叩けばこいつらも止まって、みんなを助けられるはずだ！」

ＧＭ:ま、その被害範囲の広がり方、尋常じゃないですけどね。

つぐみ:こう言ってる間にも広がっているのか……。

阿部:「これはやはり頭を叩かないとどうにもならないだろう」

紗綺:「でもだからといってこの現状を放置するなんて……」
一同:…………。

彼らの動きが止まる。
次にどう動くべきかが見えない。

その逡巡はどのくらいの時間だったか。

状況の変化は、意外な方面からもたらされた。

ＧＭ:君たちがそうやってまごついてるところで、そこら一帯が強力な別の月匣に上塗りされていきます。

勇樹:「今度はなんだ！？」

紗綺:「なにか……来る！」

ＧＭ:そして君たちは上空に強大なプラーナを感じ取れます。阿部さんはそのプラーナの感覚に覚えがありますね。
阿部:「こ、このプラーナは……」
彼らが見上げた先にいたのは、一人の少女。

その腕に抱える大きな本と、長い黒髪が特徴的な少女。

だがそのプラーナの示すとおり、彼女はただの少女ではない。

あらゆる秘密を知るという裏界の侯爵。強大な魔王の一柱。
そう、彼女の名は、〝秘密侯爵〟――――。
勇樹:「リオン=グンタ！？」

ＧＭ:はい、リオン様です。リオンは君たちをちらっと見て、そしてすぐ視線を外し、右手を前に出し魔力を込めつつ一言こう呟きます。
「……行きなさい、我が僕たち」

リオンがその一言を発した瞬間、その月匣内に今度は数え切れないほどの侵魔が現れた。勇樹たちがその光景に戦慄するのも束の間、現れた侵魔たちはそこで活動を続けていた冥魔たちに襲い掛かった。
紗綺:「これは……一体何が……」
阿部:「リオン様……」

勇樹:「って……あんた知り合い！？」（笑）

ＧＭ:（笑）それには答えず「……行きなさい、ウィザードたち」と告げます。「ここでやつらが吸収したプラーナは本体に送られている。あまり吸収されすぎると、メロク本体が手に負えなくなってしまう。私がとりあえず時間を稼いでおく。あなたたちは本体を叩きなさい」

勇樹:魔王の力を借りることになるとはなんだか癪だが……ここは言うとおりにしておこう。
つぐみ:……あれ？（←魔王の力を借りて戦う〝侵魔召喚師〟）
勇樹:いや、まぁ、俺そこまでは知らないし（一同笑）。

紗綺:「待って！　取り込まれた人たちは……助かるの？」

ＧＭ:「……冥魔メロクは対象を肉体ごと取り込むことで対象の持つ能力と共にそのプラーナを少しずつ吸収していく。今の段階なら、まだ間に合う」と答えてくれます「ただ、やつは滅びる際、吸収した対象のプラーナ全てを燃やし尽くして大爆発を起こす」

紗綺:「そんな……」

ＧＭ:「ただし、それも核が残っている場合。核を壊しなさい。そうすれば……」データ的には核を攻撃する、と宣言した攻撃で一定量のダメージを与えればいいです。ただしその場合【命中】【魔導】ジャッジの達成値をマイナス３してください。
勇樹:非道い！！（←命中がちょっと心もとない）

ＧＭ:なんのことかな？（笑）
勇樹:この外道め。まぁいざとなったら核は命中が高い組に任せよう。

ＧＭ:リオン様はさらに「……急ぎなさい。私の力でも、そう長くは持たせられない」と言います。具体的には、これからかかるラウンドの合計が７ラウンド以内であればＯＫです。もしそれを超えるようならこの街に隠しきれない多大な爪痕が残る結果となります。

勇樹:わかった。「伊織を助けるためだ、ここは任せたぜ」と言ってやっぱり真っ先に飛んでいきます（笑）。

阿部:みんなで向かう直前に、リオン様のほうをちらっとだけ見ます。
ＧＭ:リオンもそちらをちらっと見るだけで送り出します。では皆さんが目的地に向かったところでシーンを切り替えましょう。

Middle 6◆突入・突貫　　　　　　　　　　　――――二階堂勇樹

街の現状をリオン=グンタに任せて君たちは目的地へと急いだ。
そこに着いた時に真っ先に目に飛び込んできたのは、普段の見慣れた駅前の風景などではなく。

禍々しいオーラを放って聳え立つ、紅の結界がそこにあった――。

勇樹::「あそこに……伊織が！」と言って、それに突入していって弾き返される。「うわー」（一同笑）
つぐみ:「に、二階堂さーん」（笑）

紗綺:「こんなもの……砕いてやる！」と言いつつ、バーンと撃つ。そしてやはりカーンと（笑）。
ＧＭ:おいおい（笑）。じゃあそうして攻撃を加えていると弾かれつつもその場所にヒビが入っていきます。

勇樹:「ヒビが入った！　これなら！」と言ってそのポイントにブレードアサルトで突貫していきます。

ＧＭ:その突進でそのヒビがどんどん広がっていきます。

勇樹:「この程度で止められてたまるかぁ！」とエネルギーを全開にして一気に貫いていきます。

ＧＭ:ではその勇樹の一撃でパリィーンと結界に穴が開きます。ここから突入してやってください。

勇樹:おう。で、その中はどんな空間になっているのだ？

ＧＭ:入ってすぐ目に入ってくるのは細長い通路のような空間です。その空間の奥の方には、結界のさらに奥に繋がっている光が灯っています。で、さらにもちろんこの場には敵も……（ポーンを並べる）。

紗綺:うわぁ、なんかうざい配置だ。

勇樹:「邪魔をするな！」

そして戦いは始まった。敵は槍を持った影×２と、杖を持った影×２の計四体。
　影たちは当然のように彼らを奥に行かせまいと道を阻む。

　この敵はそうとう広い範囲に散らばっており、全部倒しきるのにはそれなりの時間をかけざるを得ない配置にしてある。

　時間制限の掛けられているこの状況下で、ＧＭは一人、心の中でほくそ笑んでいた。

　いたのだが……。

勇樹:ここは蓼さんの《八界の嵐》の使いどころじゃないか？　こんだけ広い範囲にいるならシーン全体に魔法攻撃するこの特殊能力の本領発揮だ。

つぐみ:じゃあその方向でいきましょう。

　なんだかいきなり計算が狂ったような……？
ＧＭ:く、まさかそんな能力を取っているとは……。まぁとにかくまずはセットアッププロセスです。

勇樹:俺は箒に搭乗状態になっておきます。

紗綺＆阿部:同じく。

つぐみ:自分に《風雷神の魔風》を使って攻撃力を上げます。

ＧＭ:じゃ、続いて【行動値】ジャッジ。まずは敵の影たちから（ころころ×４）。む、全体的にあまりよくない……。
勇樹:そんなことはないだろ。で、こっちは……（ころころ）。

紗綺:わたしはプラーナを一点解放します。そうでもしないと使いきれないし（ころころ）。
ＧＭ:（全員の行動値を確認して）最速は紗綺だな。というか一人だけ次元が違うぞ（笑）。ではどうぞ。

紗綺:ではマイナーで移動、メジャーでそこにいる槍持ちを攻撃！
紗綺のガンナーズブルームが唸りをあげる。

だが影はその攻撃に対する防御で６ゾロを出し、ダメージを最小限に抑える。

だが、紗綺は高い機動性を誇る強化人間。

影が体勢を整えきる前に追撃を放った。

勇樹:紗綺のカウントを１０下げてもまた紗綺の行動だ（笑）。

紗綺:わぁい（笑）。今度はマイナーアクションで《チャージショット》も使って攻撃！

　だが、その追撃は失敗する。

　紗綺の中に眠る戦いに対する恐怖、過去のトラウマが紗綺を締め付け、ダイス目はファンブルに。弾丸はあらぬ方向へと飛んでゆく。

「う、腕が震える……」
ＧＭ:。次はこちらの番だ。槍を持ったやつの一人が移動して紗綺に攻撃！　（ころころ）しかも【命中】はクリティカルだ！

紗綺:マジっすか！　クリティカルを祈って……失敗。

勇樹:《ディフェンスアップ》！　【防御】にプラス６だ！

紗綺:それなら……６ゾロ！　ちょうど止まった！
ＧＭ:なんと！　くぅ、こっちの出目の悪さも相まってか。

つぐみ:次はお待ちかね私の番ですね。マイナーで《八界の嵐》を使用！　そしてメジャーで《ウォータービースト》！

　つぐみを中心に魔力の奔流が巻き起こる。

　強大な力を持つ魔王の力を利用して戦う侵魔召喚師の本領。裏界からの多大な魔力供給を受け、本来ならありえないほどの力で魔法が収束していく！

　そしてそれが放たれる瞬間、つぐみの背後に現れたは『豊穣の神』。

　その力は、その場にいた邪悪を洗い流すにはあまりに十分で――。

つぐみ:行くぞ～。（ころころ）【魔導】ジャッジはクリティカル！　さらに【魔攻】は《風雷神の魔風》込みで５５だ！
ＧＭ:……くそう、全員落ちた。一人は【魔坊】でクリティカルまでしたのに、それでもちょうど落ちたよ！　まさか１ラウンドもかからずに全員倒されるとは……。
勇樹:よし、これでクライマックスに６ラウンド使える！　「流石は蓼さん、すごい威力だ」

つぐみ:「そんな、恥ずかしいわ」

阿部:俺結局なにもしなかったな……。

勇樹:まぁ今回はしょうがないさ。じゃあとにかく全員倒したんだから早く奥に進もう。

　そして勇樹たちはその光の中に飛び込んだ。

　守りたいもの、守るべきものを、冥魔の魔の手から取り戻すために――。

Climax◆冥きよりの影　　　　　　　　　　　　　　　　
　光を抜けたその先に、ヤツはいた。

　これまでの影たちと同じ、どす黒い色をしたナニカの塊。それがこの結界の最奥で蠢いていた。

これまでの相手とは比較にならない強力な瘴気、そしてプレッシャー。勇樹たちはこれが冥魔〝メロク〟の本体である、と確信した。

そしてメロクは自らの領域に侵入してきた彼らを、獲物とみなし、動き出した。

「チカラ……オオキナ……チカラ……ソノチカラ……プラーナ……ヨコセ……ッ」

勇樹:「こいつが本体か！　これを倒せば……！」
紗綺:「でも、あんな大きいものを！？」
ＧＭ:「プラーナ！　ヨコセ！」

勇樹:まずは核を破壊する！　これは命中の高い遠距離攻撃組に任せた！　「悪いが……力はお前には渡さないし、伊織も助けさせてもらう！」
ＧＭ:それでは戦闘ラウンドに入りましょう。まずはセットアップでメロクが《影身召喚》！
　その瞬間。

　メロクの一部が切り離されて、人の形を形成する。

　作り出されたのは大きな剣を持った影、そして大砲のような武器を持った影。

　その二人から感じる力も、また別格。本体を守る最強の僕。これまでの雑魚とは比べ物にならない。

　だが、そいつらを前にしても勇樹たちは揺るがない。

　それらが形作られているうちに、彼らもまたこの強敵を打ち崩すための準備をきっちり整えていた。

　最終戦闘が、始まった。

ＧＭ:では【行動値】ジャッジします。お、全体的に結構高い。

勇樹:全員、プラーナを１か２まで解放して【行動値】につぎ込め！
つぐみ:……最速は２５のわたしですね。《ウォータービースト》で分身を攻撃。【魔導】は２１。

ＧＭ:高いな。避けられるかな……剣のほうは避けられない。大砲のほうは《幻想舞踏》を使用！　判定をクリティカルにして回避！

つぐみ:【魔攻】は……出目がひどい！　プラーナで振り直してダメージは５３！
ＧＭ:ちょっとヤバい……攻撃を食らった剣が《護宝剣》を使用！　これでだいぶダメージは削った！　次はメロクの行動だ。《集団統率》で配下の二体を即座に行動させる。剣はマイナーで移動、そしてメジャーで斬る！　対象はダイスで決めよう。……紗綺だ。
紗綺:《ディフレクション》で回避！　クリティカルして成功。

ＧＭ:剣が銃弾によって逸らされて、攻撃は紗綺まで届かない。次は大砲持ち。マイナーで《クイックターゲッティング》！　対象は……ダイスで決めたらまた紗綺に（笑）。吹き飛ぶがいい！
　さっきの攻撃に気を取られたのか。

　剣を弾き飛ばした直後に飛んできたその弾丸を紗綺は避けることができなかった。

　紗綺は高い身体能力を誇るものの、防御能力やＨＰは軒並み低めだ。当たれば相当な被害が出る。この期を逃すかと、影はこの攻撃に《幻想舞踏》も使用してダメージの底上げをする。
ＧＭ:ふはは、ひとたまりもあるまい！
「それはどうかな？」
　
が、結果は目論んだ通りにはならなかった。

　弾丸が巻き起こした土煙が晴れた時そこから現れたのは、バリアシステムを展開し、紗綺を庇うように悠然と立つ阿部の姿だった。
阿部:《カバーリング》、さらに《バリアシステム》起動。ダメージは５点です。
ＧＭ:くぅ、流石ディフェンダー。ダメージが全然通らない……。

紗綺:次は私ですね。剣はエンゲージしてるので大砲に撃ちます。《魔力爆裂弾》を使用！　【命中】は……ファンブル！？　幸運の宝石を使用して２３に！

ＧＭ:ならばこっちはメロクが大砲に《支援行動》を使用して回避！
　その時。

　メロク本体から触手のようなものが伸びたかと思うと紗綺の放った弾丸の行手を阻むかのように展開した。

　しかし……。

ＧＭ:ここまで御膳立てしといてファンブルっすか！？（爆笑）
紗綺:撃ち砕く！　クリティカルして【攻撃】は５４！

勇樹:《魔力爆裂弾》を使ったから魔法攻撃になっているぞ。

ＧＭ:【魔防】判定……こっちもファンブル――っ！？（一同爆笑）　い、一撃でやられた……（笑）。

紗綺:「ひ、人を殺しちゃった……」
勇樹:「いや、あれは人じゃない。人の形をした、ただのバケモノだ！」
紗綺:「そう……バケモノ。ためらっちゃ、ダメ！」
勇樹:あとは剣が邪魔だな……。阿部さん！

阿部:ではマイナーで《バリアシステム》を新しいのに交換してメジャーで殴る！　《超振動拳》を使用。「俺の震える拳に耐えられたものは……いない！」【命中】はプラーナを１点使用して……２４！

ＧＭ:《支援行動》して回避を試みる……無理！

阿部:【攻撃】はクリティカル！　ダメージは３６で防御マイナス８！

　阿部の拳がこれ以上ないタイミングで炸裂する！

　この攻撃に対し剣持ちの影は《金剛剣》を使用。その攻撃を剣で受け止める。
　だが、その目の前の攻撃に集中して、追撃に対する警戒が薄れてしまったことが、結果としてこの冥魔の破滅を招くこととなる。
勇樹:ここで俺の行動だ。【命中】にプラーナを２点使用して《ブレードアサルト》で攻撃！　エネルギーブースターも使って攻撃！ 
ＧＭ:なんでヒーラーまで攻撃役なんだチクショ――ッ！（爆笑）　……でもなんとか生き残った！

つぐみ:ならばここでとどめ！　マイナーアクションで魔装を《シルバーレイン》に変えて攻撃！　さぁ避けれるものなら避けてみろ！

ＧＭ:無茶言わないでください。いや、クリティカル！　クリティカルすれば生き残――無理でした（一同笑）。

　その二連の追撃を受け、ついに剣持ちも倒れる。

　残るは――奥で蠢く本体、冥魔〝メロク〟ただ一体！！
勇樹:今だ！　紗綺、核を狙え！

紗綺:では核を攻撃！　【命中】に《幻想舞踏》を使用！
勇樹:核を狙う代償でマイナス３しても３２か。
ＧＭ:それは避けられん！
紗綺:《魔力水晶弾》を使います。ダメージは４４！
勇樹:《チャージショット》も使えばよかったな。ぬかったわ（笑）。

ＧＭ:だが【防御】はクリティカル！　かなり止めたぞ！

勇樹:次は阿部さんだが……ここは待機してもらおう。敵の攻撃がまだ残ってるからな。

阿部:それじゃあ３まで待機します。

勇樹:そして俺の行動だ！
　勇樹が《ブレードアサルト》でメロクの核へと突貫する。

　だがこのとき、彼の中には焦りの心があったのだろう。エネルギーブースターの交換を忘れ、不完全な状態で突っ込んでいってしまったのだ。

さらにはこの移動途中でもバランスを崩してしまい（勇樹:全力移動でピンゾロ振った！　それでもなんとか足りてるけど）その攻撃がメロクに届いたときにはその威力は既に半減していた。

さらにその防御においては――。

ＧＭ:クリティカル！　ダメージは全て止めた！

勇樹:ちっ、やってしまったか……。

つぐみ:私もボスの後ろまで待機。

ＧＭ:むぅ……、よし、ならば！

　途端、冥魔メロクが激しく蠢く。そして《取り込み》というオリジナル特殊能力を使用した。

　メロクは形を変え、目の前の勇樹を飲み込まんとする。その光景は、先程見た、伊織を取り込んだときと同じ――。

ＧＭ:この能力はこちらの【魔導】とそちらの【回避】か【抵抗】かで対決を行い、勝利すれば対象を取り込める、というものです。取り込まれたら、脱出の判定（判定方法は同じ）を行う以外の行動が行えなくなります。。

勇樹:酷っ！？　なんだそれ！　プラーナを２点使っても出来るかどうか。えーっと（ころころ）……無理っ！（爆笑）
「こ、これは！？」

　
勇樹がそう叫んだときはもう手遅れだった。

　変形したメロクに全身を包まれ、その体内へと。その中で感じることが出来るのは、気味悪い冥魔の体の感触と、プラーナを吸収される、背筋も凍るような感覚のみ――。

紗綺:「勇樹くん！？」
勇樹:これ……ボスに攻撃したら俺もダメージ食らうとか？

ＧＭ:いや、そーゆーのじゃないです。

つぐみ:的確に攻撃してるのか（笑）。

ＧＭ:とゆーかそうじゃないと、今まで君たちは取り込まれた沢山の人を犠牲にしてきたことに……（一同爆笑）。

阿部:それじゃあ遠慮なく殴りにいきます（笑）。でも俺はそこまで一回で行くには移動力が足りないので、マイナーもメジャーも移動に使ってメロクにエンゲージして行動終了（ポーンを動かす）。

勇樹:（無言でつぐみのポーンも動かす）

ＧＭ:？　……あ、そうか同乗してるから（笑）。

つぐみ:次は私の攻撃。《シルバーレイン》で核を攻撃。……出目が悪い（笑）。プラーナ使って振りなおして（ころころ）今度は大丈夫。
ＧＭ:ペナルティも含め２２か。……って【抵抗】ファンブル！（笑）
「貫きなさい！」

　
〝風雷神〟フール=ムールの力で強化された無数の銀の雨が冥魔の核を突き破らんと降り注ぐ。

　その怒涛の力を受け、メロクの核に少しずつヒビが入っていき……ついには真っ二つに砕ける！

勇樹:おし、これで後顧の憂いはなくなった！　紗綺、一歩前に出て射撃だ。そうしてくれると後で俺が防御しやすい（笑）。

紗綺:ではマイナーで一歩動いて射撃！　《魔力水晶弾》使用！　……でも【命中】のダイス目が低い！

ＧＭ:それなら……。ってまたファンブルかよ！？（一同笑）
紗綺:【攻撃】にプラーナを１点使用してダメージ４９！

ＧＭ:今度はファンブル振るなよ……。よし、普通の目（笑）。

勇樹:これで全員の行動終了。次のラウンドか。今度は忘れずセットアップでエネルギーブースターを付け替えるぞ（笑）。

ＧＭ:その前にメロクのセットアップ！　今度は《影身投影》！

　先の戦闘で真っ二つになったメロクの核が紅く輝きだす。
　先程のように手下を生み出すのではない、メロク自身が別の形態へと変貌する。

　核を中心とした一部が切り離され、そして一つの形を成す。

　それは、一人の少女の姿。

　ポニーテールの、活発な印象の少女。

　そう、メロク変化したその姿は、ついさっきまで行動を共にしていた、その少女の姿だった――。

勇樹:なにぃぃぃ！？　「い、伊織！？」
ＧＭ:まぁとはいえ、全身真っ黒な冥魔なことに変わりはないわけですが（笑）。ちなみに取り込まれた勇樹や他の人々は、彼女の中ではなく、本体が抜け出して取り残された後ろにある塊の中にいます。

勇樹:檻のようなものか。

ＧＭ:そんな感じです。
　そして第２ラウンドが始まった。

　今度はさっきとは違い、敵は伊織の姿の冥魔〝メロク〟ただ一人。

　全員【行動】ジャッジにプラーナを使用してイニシアチブを取ろうとするもメロクの行動値には少し足りず、先制を許してしまう。

ＧＭ:というわけでこちらの攻撃ですね。手中に出した黒い瘴気の弾を飛ばし、それを弾けさせる！　《暗影弾》！　範囲選択（３）の魔法攻撃なので勇樹以外全員対象です。ダメージは３３だ。
紗綺:プラーナ１点使って……。お、クリティカル！　【抵抗】成功！

つぐみ:ダイス目で８出せば避けれます。……１０！

阿部:（ころころ）避けられんな（笑）。

つぐみ:《プリズムアップ》！　【魔防】が＋７されます！

阿部:助かる。（ころころ）……ダメージは１点（笑）。

紗綺:つぎは私ね。マイナーで《チャージショット》！　【命中】はクリティカル！
ＧＭ:伊織のデータになったから【回避】は上がってるが……無理！

紗綺:【攻撃】……うあ、ファンブル！　達成値３１！　やっぱりまだ戦いに対する恐怖を乗り切れてないのか（笑）。
ＧＭ:それでもその値か！　こっちのダイス目も酷くてかなり食らった！　だが次はメロクの行動！　両手に光と闇の剣を構える！　メジャーで《サイコブレード》を《ダークブレイド》に乗せる！

紗綺:異能者！

ＧＭ:よく憶えてたな。対象は……つぐみだ！

　右手に闇の剣、左手に光の剣。

　それは、伊織の戦闘スタイルそのものだった。

　魔法の収束させたこれらの剣の威力は、通常の魔法を遥かに凌駕した威力を誇る。

　その二振りの中、扱いやすさを重視した闇の剣がつぐみを襲う！
つぐみ:避けられない！
ＧＭ:【魔攻】は４６点！　耐え切れるかな？
つぐみ:えーっと、２１点【魔防】で止めて、残り２５。このままだと普通に死ねます！　バリアシステムをお願いしますー―っ！

阿部:了解です。《バリアシステム》起動！　

つぐみ:ファンブルさえ振らなければ……オッケー！　残った！

阿部:そして俺の行動だ。マイナーでバリアシステムを付け替え……《超振動拳》！　「俺の左拳をくらえ！」でも【命中】ファンブル！

ＧＭ:ファンブらなければ避ける……ってファンブルかよ――ッ！？（一同爆笑）い、伊織の意思で体が動かなかったということで！　「私が止めているうちに……早く！」

勇樹:うおー、ならば俺を解放してくれ伊織――っ！（爆笑）

ＧＭ:そこで面白くしないでください（笑）。

　だが次のつぐみの《シルバーレイン》による攻撃に対し、メロクは自身に《支援行動》を使用。自身から切り離した周りの影からバリアが展開され、抵抗に成功する（つぐみ:くぅっ！　勇樹:いや、代償５カウントの技を使わせたのは大きい）。
そしてその直後、勇樹が冥魔の檻から脱出を試みる。
勇樹:「今はこんなところで捕まってる場合じゃないんだ！」（ころころ）よし、ギリギリ成功！

紗綺:私の行動で、攻撃！　【命中】クリティカルで３４！
ＧＭ:お、【回避】クリティカル！　……ぐあ、３０で止まった！

　「私だって、立ち止まるわけには行かない！」

　自身のトラウマを弾き飛ばし、気合と共に放たれた一筋の弾丸は、狙いを違わずメロクの体を捕らえる。

　プラーナを込め、更には《幻想舞踏》まで使用して最大威力をたたき出す。メロクの防御をやすやすと貫き、大ダメージを与える！
ＧＭ:くぅっ、【防御】の出目はよかったのにこれほど……！
勇樹:ここでつぐみと阿部さんの行動だが……ボスの行動が終わるまで待機しよう。俺も待機する。

ＧＭ:さて、ならば次はこちらの攻撃だな。マイナーで魔装を取り替える。そしてメジャーは《サイコブレード》《フラッシュエンド》！！　攻撃対象は勇樹だ！！
　メロクが左手を振り上げる。

　そこに握られるは、伊織の二振りの剣のうち、大威力を誇り輝く、光の剣――！
勇樹:ここで俺にか！　……いや、避ける！　伊織の太刀筋は覚えている！　（ころころ）クリティカルしないので当たりました（爆笑）。

ＧＭ:伊織の太刀筋とは少し違ったらしい（笑）。
勇樹:《カバーリング》は……いや、ここはあえて自分でくらおう。「来な。紛い物に俺は倒せない！」
ＧＭ:いい覚悟だ。ならば喰らえぃ！　……ってなにぃぃぃ！！
　ＧＭが振ったダイスの出目は５。つまり――ファンブル。

勇樹:それならいける！　《ヴァニシング》発動！　さらに《バリアシステム》起動だ！　ウィッチブレードを正面に構えてその攻撃を受け止める！　

　「勇樹――――っ！！」

　
その瞬間、勇樹には伊織の声が聞こえたような気がした。

　最大の力で振り抜かれた筈の光の剣の切っ先が、何かに押し留められたかのように動きを乱す。
　その声にこたえるかのように、全力でその光を受け止める。
　そして結局その攻撃は――勇樹に、傷一つ与えることはなかった。

　そう。伊織は敵の中に取り込まれながらも、勇敢に戦う４人の心に応え、皆と共に戦っているのだ！
ＧＭ:くうぅー―っ！　まさか、こんな……っ！！
勇樹:使用したバリアシステムをパージする。煙を噴出しながらパーツが落ちる。

　この大振りによって、メロクに致命的なまでの隙が生まれる。

その隙を逃さず、皆が一斉に攻撃をしかける！
阿部:《超振動拳》を使用して攻撃！　空いたマイナーで、おもむろにサングラスを外す！　その下からは赤く光り輝く目が現れる！（笑）。

つぐみ:次は私！　《月衣》から『富士の名水』を取り出し、投げる！　《シルバーレイン》発動！！（爆笑）
阿部:そばに使う水を投げた！？
ＧＭ:ちょっと待て、何だそれは！　それ魔法じゃなくね！？（爆笑）ってまぁそれはともかく……やばい、ホントに瀕死だコレ。しかも次は勇樹の行動か！

勇樹:とどめだ！　本気で行かせて貰うぜ！！　
そう叫んだ瞬間、勇樹は箒から飛び上がり、瞬間的に足下のウィッチブレードを掴み、全力で振りかぶって斬りかかる。
その刃は怒涛の勢いで、今だ伊織の姿をとる、その憎き冥魔に向かって振り下ろされた。

そこに容赦は微塵もない。全開のプラーナを込めたその刃がメロクを確実に捉えた！　さらに――。
勇樹:攻撃が当たった瞬間、俺の回りに魔法陣が展開し、ウィッチブレードの力が増幅する！　《紋章》を使用！　みんな、俺にプラーナを分けてくれ！！
一同:ＯＫ！

　「冥魔よ！　その命……神に、還せ！！」

　
《紋章》の魔法陣に皆のプラーナが集まってゆく。

その力は勇樹に流れ込み、そして彼の持つウィッチブレードの刃に黄金色の輝きが宿る！

出せる力を、込められる想いを全て乗せて放つ、必殺の一撃。

全員分の力と想いを乗せ、黄金の刃は鋭く輝く。冥魔メロクを、完全に滅するために――！！
ＧＭ:ぐあ、それは耐え切れん……実は残りＨＰ１なんだぞ！（爆笑）

勇樹:本当にギリギリだったのか（笑）。
　輝く刃が、冥魔メロクを両断する！
　全員の力を合わせた、最後の一撃。その威力たるや、冥魔どころか周りの月匣ごと真っ二つにせんとするかのような勢いだ。
　光と共に振り切られたその刃。そこから巻き起こる力の濁流。

　しばらくして、その輝きが収まった時。

　その場に残っていたのは、ウィッチブレードを振り抜いた勇樹の姿だけであった。
　ここに、冥魔メロクは完全に消滅した。
ＧＭ:メロクが消滅したと同時に、街中に広がっていた影たちも一斉に消滅します。取り込まれていた人たちも次々と解放されていきます。
勇樹:剣を振り切った後には、刀身を包んでいた金色の光は粒子となって霧散していく。がしゃん、とエネルギーブースターが煙と共に排出される。

ＧＭ:では檻のほうからは吸収されていた人々が解放される。その中には伊織もいるよ。

勇樹:じゃあ伊織のほうへ駆け出そう。

　何のためらいもなく、まっすぐ伊織に向かって駆け出す勇樹。

その姿を見て、皆の体から緊張が抜ける。

戦いは、終わった。

Ending 1◆真なる契約　　　　　　　　　　　　　――――阿部寛
　任務は完了した。さて、自分はこれからどうなるのだろうか。
　近づいてくる「彼女」の気配を感じながら、阿部はそんなことを考えていた。

ＧＭ:じゃあエンディング行きましょう。なにか希望はある？

阿部:じゃあ戦い終わった直後で。とりあえず乗ったままの蓼さんを降ろして、そのまま誰にも気付かれずに後ろに下がっていきます。
ＧＭ:じゃあそんな君のところにリオン=グンタが降りてきます。「……片付いたようね」
阿部:「はっ」

ＧＭ:「ドクトル鈴村の作品の中では……お手柄」とリオン様は言うんですが……ダメだ、笑ってしまう、ドクトルめ（一同笑）。

阿部:「ですが私の体は長い年月を経てもう限界のようです。これからはさらにレベルが下がっていくでしょう」（笑）

勇樹:これ以上は下がれないだろ（笑）。

ＧＭ:「……彼の技術では、それが限界」とリオン様はおっしゃいます。「……正式に私の配下になれば、話は別だけど」

阿部:「……それは私にとって、願ってもないことです」

ＧＭ:スッと受けたな。これは阿部さん次は落とし子にクラスチェンジだな（笑）。リオン様は小さく肯いてから他の３人に話しかけます。「ウィザードたち……今回は助かった」
勇樹:あ、こっち話しかけてきやがった。ガン無視かと思ったら（笑）。

ＧＭ:まぁ一言だけ（笑）。「……またこういう事態になったら、力を借りるかもしれない」と。その後「……じゃあ」と呟き、リオンと阿部さんの周りが闇に包まれます。で、そしてその闇の中から二人を乗せた汽車がプァーっと飛んでいきます（爆笑）。

紗綺:汽車ってなんですか！？（笑）

ＧＭ:いや、リオン=グンタって鉄道大好きらしいぞ、マジで（笑）。

紗綺:じゃあ呆然とそれを見送って一言。「不思議な、人たち」
ＧＭ:最後に視点をその汽車の中に移しまして、リオン様は阿部さんに声をかけます。「……これからは、いろいろと働いてもらいますよ」

阿部:「もちろんそのつもりです、リオン様」

「……そう」

阿部のその返事を聞いて、リオンは非常に薄っすらとではあるが、満足気に微笑んだ――。
Ending 2◆守れたもの　　　　　　　　　　　　――――涼波紗綺
リオンと阿部を見送った後、紗綺は帰路に着いた。

　そんな紗綺の足元に、見覚えのある一匹の猫が擦り寄ってきた。
ＧＭ:と、さっきの猫がまた出てきます。

勇樹:そしてその猫がおもむろに喋り始めるとか。「（アンゼロットの口調で）この度はたいへんにお疲れ様でした」（爆笑）

紗綺:それはやめてくれ――っ！
ＧＭ:そんなことはありませんからご安心を（笑）。まぁとにかく君の足元にその猫がくっついてくるわけです。

紗綺:「あら、あなたは……」

つぐみ:そこで猫が「キシャ――ッ！」（爆笑）

ＧＭ:だからちげーっての！（笑）

紗綺:「ご飯は……持ってないよ？」

ＧＭ:猫はひたすら君の足にすりすりとしています。

紗綺:「……一緒に、来たいの？」

ＧＭ:猫は君を見上げて元気よく「にゃあ！」と鳴きます。

紗綺:「……おいで」と言って猫を抱き寄せます。

ＧＭ:じゃあそうして猫を抱きかかえたところでアンゼロットから０=Ｐｈｏｎｅに連絡が入ります。「なんだか大騒ぎになってしまったようですが、無事解決できたようですね。お疲れ様でした」と。

紗綺:「うん、なんとか大丈夫だった」

ＧＭ:「それは良かったです。……ところで、その抱えている猫は何なんですか？」

つぐみ:分かるのか、電話なのに（笑）。

ＧＭ:まぁまぁ、アンゼロットだし（笑）。
紗綺:じゃあそれにこう答えます。

　「……新しい家族」

　そう答える紗綺の顔には、柔らかな笑顔が浮かんでいた――。

Ending 3◆商売繁盛　　　　　　　　　　　　　――――蓼つぐみ
　事件も解決し、街も賑わいを取り戻した。

　それはつまり、この店にもまた賑わいが戻ってきたということで。

つぐみ:その後の休日、私は母が営業している蕎麦屋好美本店でせわしなく働いています（笑）。

ＧＭ:そうだった、蕎麦屋好美だったぁ――っ！！（爆笑）
つぐみ:で、事件解決後はお客も増え、また店の売り上げも元のように伸びてきた、と。

ＧＭ:なるほど。「（店の客になって）おぅねーちゃん、おかわりちょうだい！」「（続けて別の客）やっぱここの蕎麦は美味いぜ」
つぐみ:「お客さん、うちの蕎麦は一日二百食限定だよ！」

ＧＭ:マジで！？　それはレアだなおい！

阿部:きっと店の端の方では柊が蕎麦を食っているんだな。

勇樹:柊いるの！？（爆笑）
ＧＭ:まぁとにかく、そうやって忙しくしているいるところに新しいお客さんが現れて「大盛りひとつ」と注文します。予想しているとは思いますが、生徒会長の八坂です。

つぐみ:そちらをチラッと見ますがそこは他のお客さんと同じ態度で。「あいよ、大盛り一丁！」と言いつつ後で話そうってメモを渡す。
ＧＭ:じゃあ八坂はそのメモを受け取りながら一言「繁盛しているようだな」とだけ声をかけよう。

つぐみ:少したてば仕事も一段落するだろうから一息つきながら八坂のほうに行きます。

ＧＭ:じゃあ缶ジュースでも渡しながら「お疲れ様」と。

つぐみ:こっちも鉢巻をとりながら「ありがとうございます」って言って受け取る。

ＧＭ:「今回の件、助かったよ。流石は蓼だ」と八坂は話を切り出します。

つぐみ:「いえ、いいですよ。この街のためにもなりましたし、私の店の益にもなりましたから」

ＧＭ:「そのようだな。まさかあそこまでの行列が出来てるとは思わなかったぜ……」
つぐみ:「本当、よく間に合いましたわね」（笑）。限定二百食だし。

ＧＭ:「ああ、正直結構大変だった……。だがまぁそれでこの味にありつけるならそれもまたよし、だ」

つぐみ:「まぁ嬉しい。お父様もきっと喜びますわ」

ＧＭ:「ま、用事らしい用事ってのはこれだけだ。とにかく助かった、と礼が言いたくてな。またなんかあったらよろしく頼むぜ」

「ありがとうございます」

そう言ってつぐみはこの店の常連たる彼を送り出し、自分の本来の仕事へと戻っていった――。

Ending 4◆満月に照らされて　　　　　　　　――――二階堂勇樹
　さっきのシーンから時間は遡り、あの戦いの直後。

　勇樹は気を失っている伊織を連れて、家に向かっていた。

勇樹:気絶した伊織を連れて家路についています。箒の後ろに乗せてるんですが、俺はその箒には横乗りになって、後ろの伊織の肩を抱いて落ちないようにしている。

ＧＭ:じゃあそうして家路についている途中でふと伊織は目を覚まします。「……んにゃ？」

つぐみ:「んにゃ」って（笑）。

勇樹:「目が覚めたか？」
ＧＭ:「あれ、私、なんで……？　あ、そういえばなんかよくわかんないのに包まれて……あれ、その後どうなったんだっけ……。それになんか体がすごくだるい……」と、ボーッとした様子で呟きます。

勇樹:「……だろうな」と言ってなにが起きたかの概要を話します。

ＧＭ:「そんなことが……うぅ、まさかこんなことになるなんて……私の力を利用するとはなんてふてぶてしい……」
勇樹:ふてぶてしいってなんだ（笑）。「お前は……まぁ、いろんな事に対して油断しすぎだ、全く」

ＧＭ:う、返す言葉が見つからない。「……以後気をつけます……」

勇樹:ファンブルもいっぱい振ったし。

ＧＭ:うん……って確かにいっぱい振ったけどそれは伊織じゃなくてＧＭだ！（笑）まぁそれは置いといて、「とにかく……アンタが助けてくれたんだよね。ありがと」

勇樹:「あ、あぁ、まぁ、そういうことになる……のかな」……だいぶ痛かったけど（笑）。

ＧＭ:「流石は私の許嫁ってだけはあるわ」と言って勇樹の肩をばしばしと叩こう。

勇樹:あぁ、そういえばそうだったんだよなぁ。まったく、何で親はこんなのを……。
ＧＭ:「なんか親同士の昔からの約束だったらしいわよ？」

紗綺:そうだったんだ（笑）。

勇樹:「……ま、そんなのこっちとしてはあんまり関係ないがな」

ＧＭ:その言葉に対して伊織が小声でぽそっと「……私は別に、悪い気はしてないけど」

勇樹:「なんか言ったか？」

ＧＭ:「ん？　別に何も？」（一同笑）

つぐみ:ベタだなぁ。

紗綺:うん、ベタだ。

勇樹: じゃあそんなところで伊織の頭を左手でポン、と叩いて「ま、無事で何よりだ」と言って微笑みかける。
ＧＭ:「あ、う……」なんだか暴れたいけどそんな体力ないしどうしていいか分からない、って感じの悶え方をしつつ。……これきっと顔は真っ赤だな（笑）。

勇樹:「じゃ、ちょっとスピード上げるからしっかり掴まってろよ」
ＧＭ:「……あい、りょーかーい」と言って後ろからがしっと抱きつこうかね（一同笑）。

そうして二人は真夜中の空を飛んで家路についた。

そんな二人の背後には紅ではない優しい黄色の満月が煌々と輝いていた――。

